
　新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策のため、掲載している行事や催し物などが、
中止・延期・内容の一部変更になる場合があります。お出掛けなどの際は、事前に、掲載の
問い合わせ先へご確認をお願いします。
　また、発熱や風邪の症状がある場合は、催し物などの参加を含め、外出を控え、まずは、
かかりつけ医など身近な医療機関に電話で相談してください。
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文化振興課（☎22-7884  　23-8641）FAX

ふね遺産認定記念特集
伊勢市の
文化財

～伊勢・大湊の造船を知る～

　文化財は、長い歴史の中で生まれ、育まれてきた大切
な財産です。まちの歴史・文化で伊勢市にとって特に重
要なものは、専門家による調査・審議などを経て、文化財
に指定されます。文化振興課では、そうした市内の文化
財の保護ならびにこれらを多くの皆さんに知っていただく
ための公開・普及の活動などを行っています。
　現在、市には国指定・県指定・市指定など合わせて
228件の文化財があります。
　今号の特集では、今年度に市指定の有形文化財に
一部指定され、県内初の「ふね遺産」に認定された「旧市
川造船所資料」から、伊勢・大湊の造船についてご紹介
します。

　公益社団法人日本船舶
海洋工学会が、歴史的・学
術的に価値が高い「ふね」
に関する資 料・設備など
を、次世代へ伝えるために
認定しているものです。

　昭和天皇の即位ならびに第58回式年遷宮を
記念して当時の宇治山田市で昭和5（1930）年
に開催された神都博覧会へ出展するために作ら
れました。木材の他にアルミ製の金具や糸を
使って精巧に作られています。

旧市川造船所資料

県内初！！

市の文化財について詳しくは、

伊勢市長
鈴木 健一

日本初

日本初
発動機付漁船

大湊から世界の海へ

和船から洋船への間に国産洋式帆走貨物船

大栄丸の
セールプラン

松坂丸のセールプラン

船大工道具 和船の板図（全長約3.6m）

～松坂丸～ ～大栄丸～

おしょろ  まる ぎ　ゆう　わ　に　まる

～忍路丸・義勇和爾丸～

～冨士丸～

しゅんこう

はんそう

造
船
の
匠
の

技
が
光
る
逸
品
！

い
っ
ぴ
ん

た
く
み

造船設計図や船具など

6万点以上の中から一部を紹介

旧市川造船所資料

文化財　伊勢市 検索

　明治39（1906）年に竣工した日
本初の発動機（エンジン）付きの漁
船です。静岡県水産試験場の試験
船として建造されました。残された
多くの図面からは、重いエンジンを
小型船に搭載するために、何度も検
討を重ねたことが分かります。

　明治42（1909）年に北海道帝国
大学水産学部の練習船・研究船とし
て、市川造船所で造られました。日本
近海・オホーツク海を中心に地球2
周分以上の航海をしましたが、船体
の老朽化により同大学での活動を
終えました。その後、当時の少年団日
本連盟の練習船として払い下げら
れ、船名を義勇和爾丸に変えました。
昭和9（1934）年には、南洋諸島・タ
イ・シンガポールなどを周航する大航
海を行っています。写真は、義勇和
爾丸に改造した際に増設された船
橋に備えられた操舵輪です。

　現在の大湊町にあった創業元禄
15（1702）年の市川造船所。ここに
保管されていた船舶設計図面・船具
資料など約6万点が、平成26年2月
に全日本造船機械労働組合市川造
船分会から市に寄贈されました。
　明治初期に始まる帆船、補助機
関付帆船、機帆船、汽船と変遷する
洋式木造船に関する多くの図面・関
係書類は貴重で、これだけまとまっ
たものは他で見ることはできません。

　松坂丸は、明治11（1878）年竣工
の日本初の国産洋式帆走貨物船の
1隻として、松坂（現在の松阪市）の
茶商 山本嘉助が発注した船です。
当時の新聞記事には、洋式帆船へ
社会の大きな注目が集まっていたこ
とが報じられています。
　松坂丸のセールプラン（帆装図）
は、松坂丸関係で唯一残る図面で
す。

　洋式船は優秀でしたが建造費が
高価であったため、明治期には既存
の和船に洋式船の特徴を取り入れ
た改造をした「あいのこ船」が多く
用いられました。
　「大栄丸」は市川造船所で改造さ
れた船で、一見すると洋式船に見え
ますが、船尾に和船特有の形状が
残っています。

か すけ

漁船模型（全長約1m）市川造船所製作

義勇和爾丸の
操舵輪

（直径1m38cm）

冨士丸の機関室図面

冨士丸のハーフモデル（全長約1m） ふ ね 遺 産 とは

だい   えい    まる

担当学芸員が悩みながら
ピックアップ

ふ　  じ　まる

そう だ りん

3 　広報いせ 令和３年１月１日号 2広報いせ 令和３年１月１日号
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造
船
業
が
大
湊
で
始
ま
っ
た
の

は
、
１
つ
は
地
理
的
に
伊
勢
湾
口

に
位
置
し
て
海
上
交
通
の
要
衝
で

あ
っ
た
こ
と
と
、
２
つ
目
に
は
宮

川
・
五
十
鈴
川
・
勢
田
川
が
つ
く

る
三
角
州
で
良
港
で
あ
っ
た
こ
と
、

1月26日（火）～2月21日（日） 講演会

旧
市
川
造
船
所
資
料
か
ら

ひ
も
解
く
伊
勢・大
湊
の
造
船

伊
勢
の
造
船
資
料
を
継
承
す
る
会

鳥
羽
商
船
高
等
専
門
学
校
名
誉
教
授

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

３
つ
目
に
は
造
船
用
良
材
と
さ
れ

た
朝
熊
杉
や
宮
川
流
域
で
の
用
材

の
入
手
が
容
易
で
あ
っ
た
こ
と
に

よ
る
と
思
い
ま
す
。

　
長
い
期
間
、
造
船
業
が
継
続
し

た
理
由
は
多
数
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
ず
、
早
く
か
ら
独
立
し
た
造

船
技
術
集
団
と
し
て
認
め
ら
れ
て

お
り
、
江
戸
時
代
で
は
神
領
で
あ

っ
た
た
め
に
全
国
か
ら
注
文
を
取

り
や
す
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
次
に
建
造
す
る
船
の
品
質
が
良

か
っ
た
た
め
と
思
い
ま
す
。
立
地

条
件
か
ら
比
較
的
安
価
に
良
質
の

木
材
が
豊
富
に
入
手
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
神
領
民
と
し
て
神
宮
の
ご

奉
仕
を
す
る
こ
と
か
ら
、
丁
寧
に

恥
ず
か
し
く
な
い
仕
事
を
す
る
こ

と
が
身
に
付
い
て
い
た
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
明
治
期
に
は
大
湊
全
体
と

し
て
全
国
に
先
駆
け
て
造
船
現
場

中
堅
技
術
者
の
養
成
に
あ
た
る
大

湊
工
業
補
習
学
校
を
明
治
29
（
１

８
９
６
）
年
に
開
校
し
ま
し
た
。

そ
の
後
大
湊
町
立
造
船
徒
弟
学
校

と
な
り
、
初
代
校
長
に
は
市
川
竹

次
郎
氏
が
な
り
ま
し
た
。
同
校
は

最
終
的
に
は
三
重
県
立
伊
勢
工
業

高
等
学
校
造
船
科
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
多
く
の
優
秀
な
造
船
技

術
者
を
輩
出
し
た
こ
と
も
発
展
の

要
因
で
し
ょ
う
。

　
戦
国
時
代
に
日
本
の
造
船
の
中

心
地
で
あ
っ
た
大
坂
が
戦
乱
に
巻

き
込
ま
れ
た
際
、
石
山
本
願
寺
攻

め
の
た
め
に
鉄
板
張
り
の
軍
船
を

九
鬼
嘉
隆
が
大
湊
で
建
造
し
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
豊

臣
秀
吉
の
朝
鮮
侵
攻
の
時
に
「
日

本
丸
」
や
多
数
の
軍
船
を
建
造
し

た
こ
と
か
ら
、
大
湊
の
造
船
技
術

が
確
立
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
伊
勢
神
宮
に
は
全
国
各
地
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
訪
れ
ま
す
の

で
、
全
国
の
情
報
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
明
治
初
期
の
い
ち
早

い
洋
式
船
へ
の
進
出
も
、
新
し
い

ニ
ー
ズ
（
需
要
）
の
情
報
を
得
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
例
え

ば
、
伊
勢
に
は
先
駆
的
な
試
み
で

成
功
し
て
い
る
企
業
が
い
く
つ
も

あ
る
こ
と
は
、
新
し
い
情
報
に
対

す
る
感
度
が
高
い
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。

　
一
番
見
て
い
た
だ
き
た
い
物
は
、

や
は
り
西
洋
型
船
や
機
械
工
学
の

技
術
習
得
の
た
め
に
、
市
川
源
吉

氏
・
竹
次
郎
氏
・
仙
太
郎
氏
が
描

か
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
外
国
の
図
面

の
模
写
で
す
。
全
て
に
大
変
に
き

れ
い
な
線
が
墨
入
れ
さ
れ
、
多
く

は
美
し
く
彩
色
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
し
い
技
術
に
対
す
る
敬
意
と
、

必
ず
会
得
し
た
い
と
い
う
熱
意
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
調

査
さ
れ
た
諸
先
生
方
も
模
写
図
面

の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
評
価
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
し
た
が
、
図
面
の
美
し

さ
は
一
種
の
芸
術
品
の
域
に
達
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
今
年
再
発
見
さ
れ
た
亀
田

末
通
氏
の
顕
彰
碑
の
写
真
も
見
て

い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。
山
田

出
身
の
同
氏
は
工
部
大
学
校
（
東

京
大
学
工
学
部
の
前
身
）
で
造
船

学
を
学
び
ま
し
た
が
、
卒
業
後
に

病
で
帰
郷
し
、
亡
く
な
ら
れ
る
ま

で
の
短
い
期
間
に
大
湊
で
近
代
造

船
学
を
指
導
す
る
な
ど
、
伊
勢
の

た
め
に
尽
く
さ
れ
た
事
績
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
顕
彰
碑
裏
側
の
建

立
者
氏
名
に
は
後
に
伊
勢
で
活
躍

さ
れ
た
多
く
の
著
名
人
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

　細
や
か
な
図
面(

平
面)

、
船
の

パ
ー
ツ(

立
体)

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
側
面
か
ら
「
ふ
ね
遺
産
」
に
認

定
さ
れ
た
貴
重
な
資
料
を
直
接
見

て
感
じ
て
も
ら
え
ま
す
。
さ
ら
に

今
回
は
、
織
田
信
長
が
大
湊
に
船

を
求
め
た
朱
印
状
も
展
示
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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演　題

伊藤 政光さん

講　師

定　員

蒸気駆動
往復ポンプ
組立図模写

（竹次郎氏筆）

帆船構造図の模写（竹次郎氏筆）
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造
船
業
が
大
湊
で
始
ま
っ
た
の

は
、
１
つ
は
地
理
的
に
伊
勢
湾
口

に
位
置
し
て
海
上
交
通
の
要
衝
で

あ
っ
た
こ
と
と
、
２
つ
目
に
は
宮

川
・
五
十
鈴
川
・
勢
田
川
が
つ
く

る
三
角
州
で
良
港
で
あ
っ
た
こ
と
、

1月26日（火）～2月21日（日） 講演会

旧
市
川
造
船
所
資
料
か
ら

ひ
も
解
く
伊
勢・大
湊
の
造
船

伊
勢
の
造
船
資
料
を
継
承
す
る
会

鳥
羽
商
船
高
等
専
門
学
校
名
誉
教
授

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

３
つ
目
に
は
造
船
用
良
材
と
さ
れ

た
朝
熊
杉
や
宮
川
流
域
で
の
用
材

の
入
手
が
容
易
で
あ
っ
た
こ
と
に

よ
る
と
思
い
ま
す
。

　
長
い
期
間
、
造
船
業
が
継
続
し

た
理
由
は
多
数
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
ず
、
早
く
か
ら
独
立
し
た
造

船
技
術
集
団
と
し
て
認
め
ら
れ
て

お
り
、
江
戸
時
代
で
は
神
領
で
あ

っ
た
た
め
に
全
国
か
ら
注
文
を
取

り
や
す
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
次
に
建
造
す
る
船
の
品
質
が
良

か
っ
た
た
め
と
思
い
ま
す
。
立
地

条
件
か
ら
比
較
的
安
価
に
良
質
の

木
材
が
豊
富
に
入
手
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
神
領
民
と
し
て
神
宮
の
ご

奉
仕
を
す
る
こ
と
か
ら
、
丁
寧
に

恥
ず
か
し
く
な
い
仕
事
を
す
る
こ

と
が
身
に
付
い
て
い
た
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
明
治
期
に
は
大
湊
全
体
と

し
て
全
国
に
先
駆
け
て
造
船
現
場

中
堅
技
術
者
の
養
成
に
あ
た
る
大

湊
工
業
補
習
学
校
を
明
治
29
（
１

８
９
６
）
年
に
開
校
し
ま
し
た
。

そ
の
後
大
湊
町
立
造
船
徒
弟
学
校

と
な
り
、
初
代
校
長
に
は
市
川
竹

次
郎
氏
が
な
り
ま
し
た
。
同
校
は

最
終
的
に
は
三
重
県
立
伊
勢
工
業

高
等
学
校
造
船
科
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
多
く
の
優
秀
な
造
船
技

術
者
を
輩
出
し
た
こ
と
も
発
展
の

要
因
で
し
ょ
う
。

　
戦
国
時
代
に
日
本
の
造
船
の
中

心
地
で
あ
っ
た
大
坂
が
戦
乱
に
巻

き
込
ま
れ
た
際
、
石
山
本
願
寺
攻

め
の
た
め
に
鉄
板
張
り
の
軍
船
を

九
鬼
嘉
隆
が
大
湊
で
建
造
し
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
豊

臣
秀
吉
の
朝
鮮
侵
攻
の
時
に
「
日

本
丸
」
や
多
数
の
軍
船
を
建
造
し

た
こ
と
か
ら
、
大
湊
の
造
船
技
術

が
確
立
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
伊
勢
神
宮
に
は
全
国
各
地
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
訪
れ
ま
す
の

で
、
全
国
の
情
報
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
明
治
初
期
の
い
ち
早

い
洋
式
船
へ
の
進
出
も
、
新
し
い

ニ
ー
ズ
（
需
要
）
の
情
報
を
得
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
例
え

ば
、
伊
勢
に
は
先
駆
的
な
試
み
で

成
功
し
て
い
る
企
業
が
い
く
つ
も

あ
る
こ
と
は
、
新
し
い
情
報
に
対

す
る
感
度
が
高
い
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。

　
一
番
見
て
い
た
だ
き
た
い
物
は
、

や
は
り
西
洋
型
船
や
機
械
工
学
の

技
術
習
得
の
た
め
に
、
市
川
源
吉

氏
・
竹
次
郎
氏
・
仙
太
郎
氏
が
描

か
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
外
国
の
図
面

の
模
写
で
す
。
全
て
に
大
変
に
き

れ
い
な
線
が
墨
入
れ
さ
れ
、
多
く

は
美
し
く
彩
色
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
し
い
技
術
に
対
す
る
敬
意
と
、

必
ず
会
得
し
た
い
と
い
う
熱
意
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
調

査
さ
れ
た
諸
先
生
方
も
模
写
図
面

の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
評
価
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
し
た
が
、
図
面
の
美
し

さ
は
一
種
の
芸
術
品
の
域
に
達
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
今
年
再
発
見
さ
れ
た
亀
田

末
通
氏
の
顕
彰
碑
の
写
真
も
見
て

い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。
山
田

出
身
の
同
氏
は
工
部
大
学
校
（
東

京
大
学
工
学
部
の
前
身
）
で
造
船

学
を
学
び
ま
し
た
が
、
卒
業
後
に

病
で
帰
郷
し
、
亡
く
な
ら
れ
る
ま

で
の
短
い
期
間
に
大
湊
で
近
代
造

船
学
を
指
導
す
る
な
ど
、
伊
勢
の

た
め
に
尽
く
さ
れ
た
事
績
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
顕
彰
碑
裏
側
の
建

立
者
氏
名
に
は
後
に
伊
勢
で
活
躍

さ
れ
た
多
く
の
著
名
人
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

　細
や
か
な
図
面(

平
面)
、
船
の

パ
ー
ツ(

立
体)

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
側
面
か
ら
「
ふ
ね
遺
産
」
に
認

定
さ
れ
た
貴
重
な
資
料
を
直
接
見

て
感
じ
て
も
ら
え
ま
す
。
さ
ら
に

今
回
は
、
織
田
信
長
が
大
湊
に
船

を
求
め
た
朱
印
状
も
展
示
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

伊勢の造船400年史
～旧市川造船所資料展～

宮
川
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　市川造船所に受け継がれてきた船具資料、船舶設計図面、事務文書や書簡
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三重県総合博物館・3階 レクチャールーム
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ところ 三重県総合博物館(MieMu)・3階 企画展示室
時　間

申し込み

ところ

と　き

演　題

伊藤 政光さん

講　師

定　員

蒸気駆動
往復ポンプ
組立図模写

（竹次郎氏筆）

帆船構造図の模写（竹次郎氏筆）
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き
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時
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で
の
間
に
、

特
に
大
湊
で
高
い
技
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力
が
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付
い
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け
は
？ 
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・
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史
が
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の
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に
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影
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は
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の
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に
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は
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か
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）

で
の
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示
の
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す
べ
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ポ
イ
ン
ト
は
？

木造船建造の様子

　旧市川造船所資料のふね遺産認定
などにおいてご尽力いただきました。
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し
ょ
う
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え
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き
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市
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
う

市
政
運
営
を
心
掛
け
て

議
員
全
員
参
加
で
改
革
を
進
め

議
員
一
丸
で
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
、
謹
ん
で
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
輝
か
し
い
「
令
和
」
の
新
時

代
の
幕
開
け
か
ら
ま
だ
幾
ば
く

も
経
っ
て
い
な
い
中
、
昨
年
ほ

ど
私
た
ち
の
生
活
が
急
激
に
変

化
し
た
年
は
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
年
明
け
早
々
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
急
速
に
国

内
に
感
染
拡
大
し
、春
先
以
降
、

外
出
や
人
と
の
接
触
が
著
し
く

制
限
を
さ
れ
、
学
校
も
長
期
間

に
わ
た
る
休
校
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。
社
会
経
済
活
動
へ

の
影
響
も
甚
大
で
、
特
に
、
観

光
産
業
や
飲
食
店
、
個
人
商
店

等
で
従
事
し
て
み
え
る
皆
様
の

ご
苦
労
は
大
変
な
も
の
と
推
察

を
い
た
し
ま
す
。

　
こ
こ
最
近
、
人
の
流
れ
は
や

や
回
復
の
兆
し
が
見
え
て
き
た

よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
ま
だ
ま

だ
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
生
活
を
取

り
戻
す
ま
で
に
は
程
遠
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
制
約
や
我
慢
が
強
い

ら
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

密
閉
・
密
集
・
密
接
を
避
け
る

な
ど
、私
た
ち
一
人
一
人
が
「
新

し
い
生
活
様
式
」
を
日
常
的
な

も
の
と
意
識
付
け
て
い
か
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。

　
こ
う
い
っ
た
状
況
の
中
、
市

議
会
で
は
、
昨
年
２
月
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
会
議
を

組
織
し
、
市
と
の
情
報
共
有
や

独
自
の
情
報
収
集
等
に
当
た
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
６
月
に
は

市
内
各
種
団
体
の
代
表
者
の
皆

様
と
の
意
見
交
換
を
行
い
、
い

た
だ
い
た
意
見
や
要
望
等
は
市

長
に
伝
え
、
事
業
化
を
求
め
ま

し
た
。
ま
た
、
９
月
に
は
市
民

向
け
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
、
そ
の
結
果
が
今
後
の
市

政
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
現
在

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や

ウ
ェ
ブ
会
議
と
い
っ
た
言
葉
を

よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
市
議
会
と
し
て
も
、
議

会
改
革
の
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
推
進
し
、
全

議
員
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活

用
し
て
い
く
体
制
を
整
え
ま
し

た
。
今
後
の
更
な
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
、
ま

た
近
年
多
発
す
る
集
中
豪
雨
や

風
水
害
、
い
つ
起
き
る
と
も
知

れ
な
い
大
規
模
地
震
と
い
っ
た

災
害
を
念
頭
に
、
非
常
時
で
も

会
議
運
営
が
で
き
る
環
境
を
整

え
る
と
と
も
に
、
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
や
各
種
情
報
連
携
等
、
円

滑
な
議
会
運
営
に
も
活
用
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
市
議
会
と
し
ま
し
て
は
、
こ

う
し
た
社
会
生
活
の
変
化
に
も

柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
感
覚
を

取
り
入
れ
つ
つ
、
引
き
続
き
議

員
全
員
参
加
型
の
議
会
改
革
を

進
め
、
議
会
の
活
性
化
に
議
員

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様

の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ご
存
じ
の
と
お
り
、
今
年
は

９
月
に
三
重
と
こ
わ
か
国
体
・

三
重
と
こ
わ
か
大
会
が
予
定
さ

れ
て
お
り
、
約
50
年
に
一
度
の

記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
年
頭
に
当
た
り
ま
し
て
、

こ
の
一
年
が
皆
様
に
と
っ
て
明

る
く
希
望
に
満
ち
た
年
で
あ

り
、
ま
た
幸
多
き
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し

く
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
、
皆
様
の
平
穏
な
暮
ら

し
・
経
済
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
と
と
も
に
、
人
々
の
意
識

や
価
値
観
・
行
動
な
ど
に
大
き

な
変
化
を
も
た
ら
し
た
年
と
な

り
ま
し
た
。
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦

い
の
最
前
線
に
立
ち
続
け
る
医

療
従
事
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、

介
護
・
保
育
な
ど
生
活
を
支
え

る
職
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
全

て
の
皆
様
の
献
身
的
な
ご
努
力

の
お
か
げ
で
、
今
の
私
た
ち
の

暮
ら
し
が
あ
り
ま
す
。
深
い
敬

意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
克
服
が
最
重
要

の
目
標
と
な
り
ま
す
。市
で
は
、

こ
れ
ま
で
、
市
民
・
事
業
者
の

皆
様
、
関
係
機
関
・
団
体
の
皆

様
に
、
絶
大
な
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
感
染
を
防
ぐ
対
策
・
暮

ら
し
を
守
る
対
策
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。
本
年
に
お

い
て
も
、
社
会
経
済
活
動
を
回

復
し
て
い
け
る
よ
う
、
徹
底
し

た
感
染
防
止
対
策
と
あ
わ
せ
、

コ
ロ
ナ
禍
で
生
ま
れ
た
新
た
な

暮
ら
し
の
ス
タ
イ
ル
へ
の
対
応

や
新
た
な
価
値
の
創
造
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
、三
重
と
こ
わ
か
国
体
・

三
重
と
こ
わ
か
大
会
に
つ
い
て

も
、
安
全
・
安
心
な
大
会
、
未

来
へ
つ
な
が
る
大
会
と
な
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
お
力
添
え
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
、
少
子
・

高
齢
化
の
進
行
な
ど
の
社
会
課

題
へ
の
対
応
、
市
民
生
活
を
守

る
た
め
の
環
境
整
備
と
し
て
、

４
月
に
神
社
小
学
校
と
大
湊
小

学
校
の
統
合
校
「
み
な
と
小
学

校
」
を
開
校
す
る
ほ
か
、
二
見

町
内
の
小
学
校
・
中
学
校
・
保

育
所
の
高
台
移
転
計
画
の
推

進
、
お
か
げ
バ
ス
環
状
線
の
運

行
に
よ
る
交
通
対
策
、
勢
田
川

流
域
等
を
中
心
と
し
た
浸
水
対

策
、
避
難
所
整
備
や
意
識
向
上

の
啓
発
事
業
に
よ
る
防
災
対

策
、
総
合
的
な
相
談
と
支
援
を

充
実
す
る
「
断
ら
な
い
福
祉
」

の
実
現
、
国
際
理
解
の
促
進
と

共
生
社
会
実
現
を
目
的
と
し
た

ラ
オ
ス
パ
ラ
陸
上
チ
ー
ム
と
の

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
等
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。そ
し
て
、

地
域
人
材
の
育
成
や
関
係
人
口

の
充
実
等
の
「
人
」
に
焦
点
を

当
て
た
施
策
や
、
Ａ
Ｉ
等
の
新

技
術
を
含
む
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ

る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
推
進
な

ど
、
市
の
将
来
に
つ
な
が
る
持

続
可
能
で
新
た
な
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
不
透
明
な

時
代
で
あ
っ
て
も
、「
不ふ

易え
き

流り
ゅ
う

行こ
う

」
の
思
い
を
胸
に
、
思
い
や

り
・
助
け
合
い
の
気
持
ち
な
ど

大
切
な
こ
と
を
見
失
う
こ
と
な

く
、
変
化
す
る
新
し
い
潮
流
を

取
り
入
れ
な
が
ら
、
市
民
の
皆

様
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
う
市
政

運
営
を
心
掛
け
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
本
年
も
市
政
へ
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
健
や

か
で
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

令和3年

度会橋からの宮川

は「水質が最も良好な河川」です。宮川
　宮川は、国土交通省が行う全国一級河川の水質
現況で、平成 30 年度・令和元年度の２年度連続
で「水質が最も良好な河川」に選ばれました。

検索令和元年きれいな河川　宮川

伊勢市長　鈴木 健一伊勢市議会議長　浜口 和久
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市
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
う

市
政
運
営
を
心
掛
け
て

議
員
全
員
参
加
で
改
革
を
進
め

議
員
一
丸
で
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
、
謹
ん
で
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
輝
か
し
い
「
令
和
」
の
新
時

代
の
幕
開
け
か
ら
ま
だ
幾
ば
く

も
経
っ
て
い
な
い
中
、
昨
年
ほ

ど
私
た
ち
の
生
活
が
急
激
に
変

化
し
た
年
は
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
年
明
け
早
々
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
急
速
に
国

内
に
感
染
拡
大
し
、春
先
以
降
、

外
出
や
人
と
の
接
触
が
著
し
く

制
限
を
さ
れ
、
学
校
も
長
期
間

に
わ
た
る
休
校
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。
社
会
経
済
活
動
へ

の
影
響
も
甚
大
で
、
特
に
、
観

光
産
業
や
飲
食
店
、
個
人
商
店

等
で
従
事
し
て
み
え
る
皆
様
の

ご
苦
労
は
大
変
な
も
の
と
推
察

を
い
た
し
ま
す
。

　
こ
こ
最
近
、
人
の
流
れ
は
や

や
回
復
の
兆
し
が
見
え
て
き
た

よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
ま
だ
ま

だ
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
生
活
を
取

り
戻
す
ま
で
に
は
程
遠
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
制
約
や
我
慢
が
強
い

ら
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

密
閉
・
密
集
・
密
接
を
避
け
る

な
ど
、私
た
ち
一
人
一
人
が
「
新

し
い
生
活
様
式
」
を
日
常
的
な

も
の
と
意
識
付
け
て
い
か
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。

　
こ
う
い
っ
た
状
況
の
中
、
市

議
会
で
は
、
昨
年
２
月
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
会
議
を

組
織
し
、
市
と
の
情
報
共
有
や

独
自
の
情
報
収
集
等
に
当
た
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
６
月
に
は

市
内
各
種
団
体
の
代
表
者
の
皆

様
と
の
意
見
交
換
を
行
い
、
い

た
だ
い
た
意
見
や
要
望
等
は
市

長
に
伝
え
、
事
業
化
を
求
め
ま

し
た
。
ま
た
、
９
月
に
は
市
民

向
け
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
、
そ
の
結
果
が
今
後
の
市

政
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
現
在

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や

ウ
ェ
ブ
会
議
と
い
っ
た
言
葉
を

よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
市
議
会
と
し
て
も
、
議

会
改
革
の
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
推
進
し
、
全

議
員
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活

用
し
て
い
く
体
制
を
整
え
ま
し

た
。
今
後
の
更
な
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
、
ま

た
近
年
多
発
す
る
集
中
豪
雨
や

風
水
害
、
い
つ
起
き
る
と
も
知

れ
な
い
大
規
模
地
震
と
い
っ
た

災
害
を
念
頭
に
、
非
常
時
で
も

会
議
運
営
が
で
き
る
環
境
を
整

え
る
と
と
も
に
、
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
や
各
種
情
報
連
携
等
、
円

滑
な
議
会
運
営
に
も
活
用
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
市
議
会
と
し
ま
し
て
は
、
こ

う
し
た
社
会
生
活
の
変
化
に
も

柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
感
覚
を

取
り
入
れ
つ
つ
、
引
き
続
き
議

員
全
員
参
加
型
の
議
会
改
革
を

進
め
、
議
会
の
活
性
化
に
議
員

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様

の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ご
存
じ
の
と
お
り
、
今
年
は

９
月
に
三
重
と
こ
わ
か
国
体
・

三
重
と
こ
わ
か
大
会
が
予
定
さ

れ
て
お
り
、
約
50
年
に
一
度
の

記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
年
頭
に
当
た
り
ま
し
て
、

こ
の
一
年
が
皆
様
に
と
っ
て
明

る
く
希
望
に
満
ち
た
年
で
あ

り
、
ま
た
幸
多
き
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し

く
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
、
皆
様
の
平
穏
な
暮
ら

し
・
経
済
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
と
と
も
に
、
人
々
の
意
識

や
価
値
観
・
行
動
な
ど
に
大
き

な
変
化
を
も
た
ら
し
た
年
と
な

り
ま
し
た
。
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦

い
の
最
前
線
に
立
ち
続
け
る
医

療
従
事
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、

介
護
・
保
育
な
ど
生
活
を
支
え

る
職
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
全

て
の
皆
様
の
献
身
的
な
ご
努
力

の
お
か
げ
で
、
今
の
私
た
ち
の

暮
ら
し
が
あ
り
ま
す
。
深
い
敬

意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
克
服
が
最
重
要

の
目
標
と
な
り
ま
す
。市
で
は
、

こ
れ
ま
で
、
市
民
・
事
業
者
の

皆
様
、
関
係
機
関
・
団
体
の
皆

様
に
、
絶
大
な
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
感
染
を
防
ぐ
対
策
・
暮

ら
し
を
守
る
対
策
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。
本
年
に
お

い
て
も
、
社
会
経
済
活
動
を
回

復
し
て
い
け
る
よ
う
、
徹
底
し

た
感
染
防
止
対
策
と
あ
わ
せ
、

コ
ロ
ナ
禍
で
生
ま
れ
た
新
た
な

暮
ら
し
の
ス
タ
イ
ル
へ
の
対
応

や
新
た
な
価
値
の
創
造
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
、三
重
と
こ
わ
か
国
体
・

三
重
と
こ
わ
か
大
会
に
つ
い
て

も
、
安
全
・
安
心
な
大
会
、
未

来
へ
つ
な
が
る
大
会
と
な
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
お
力
添
え
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
、
少
子
・

高
齢
化
の
進
行
な
ど
の
社
会
課

題
へ
の
対
応
、
市
民
生
活
を
守

る
た
め
の
環
境
整
備
と
し
て
、

４
月
に
神
社
小
学
校
と
大
湊
小

学
校
の
統
合
校
「
み
な
と
小
学

校
」
を
開
校
す
る
ほ
か
、
二
見

町
内
の
小
学
校
・
中
学
校
・
保

育
所
の
高
台
移
転
計
画
の
推

進
、
お
か
げ
バ
ス
環
状
線
の
運

行
に
よ
る
交
通
対
策
、
勢
田
川

流
域
等
を
中
心
と
し
た
浸
水
対

策
、
避
難
所
整
備
や
意
識
向
上

の
啓
発
事
業
に
よ
る
防
災
対

策
、
総
合
的
な
相
談
と
支
援
を

充
実
す
る
「
断
ら
な
い
福
祉
」

の
実
現
、
国
際
理
解
の
促
進
と

共
生
社
会
実
現
を
目
的
と
し
た

ラ
オ
ス
パ
ラ
陸
上
チ
ー
ム
と
の

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
等
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。そ
し
て
、

地
域
人
材
の
育
成
や
関
係
人
口

の
充
実
等
の
「
人
」
に
焦
点
を

当
て
た
施
策
や
、
Ａ
Ｉ
等
の
新

技
術
を
含
む
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ

る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
推
進
な

ど
、
市
の
将
来
に
つ
な
が
る
持

続
可
能
で
新
た
な
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
不
透
明
な

時
代
で
あ
っ
て
も
、「
不ふ

易え
き

流り
ゅ
う

行こ
う

」
の
思
い
を
胸
に
、
思
い
や

り
・
助
け
合
い
の
気
持
ち
な
ど

大
切
な
こ
と
を
見
失
う
こ
と
な

く
、
変
化
す
る
新
し
い
潮
流
を

取
り
入
れ
な
が
ら
、
市
民
の
皆

様
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
う
市
政

運
営
を
心
掛
け
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
本
年
も
市
政
へ
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
健
や

か
で
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

令和3年

度会橋からの宮川

は「水質が最も良好な河川」です。宮川
　宮川は、国土交通省が行う全国一級河川の水質
現況で、平成 30 年度・令和元年度の２年度連続
で「水質が最も良好な河川」に選ばれました。

検索令和元年きれいな河川　宮川

伊勢市長　鈴木 健一伊勢市議会議長　浜口 和久
S u z u k i  K e n i c h iHamaguch i   Kazuh i sa

67 広報いせ　令和３年1月１日号 広報いせ　令和３年1月１日号
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潮
浴
び
参
宮

叙
勲
に
関
す
る
額
縁

ぱ
り
ぱ
り
と
ま
と
R

お
福
餅

神
代
餅

伊
勢
抹
茶
「
光
彩
」

伊
勢
っ
子
正
直

ひ
じ
き

太
閤
出
世
餅

伊
勢
あ
か
り
の
ぽ
ー
く

参
宮
木
札

黒
に
ん
に
く

御
師
弁
当

　「伊勢の伝統」「伊勢の
職人らしさ」を伝えるた
めに、信頼・安心・堅実・
躍動をイメージし、日本
の伝統色で表現しました。

　伊勢には、歴史や風土、
食文化および伝統などの
伊勢らしさを活かし付加
価値を有した商品がたく
さんあります。
　伊勢市産業振興会は、
伊勢商工会議所、伊勢小
俣町商工会、公益社団法
人伊勢市観光協会の協力
を得て、伊勢ブランド認
定制度を創設しました。
　この認定制度は、伊勢
独自の特性を持った商品
を認定し、情報発信する
ことにより、伊勢のイメー
ジを高め、また、地域経
済の活性化を図ることを
目的としています。
　令和2年10月27日に、
いせトピアで第1回伊勢
ブランド認定証授与式が
執
と
り行われ、食品や工芸

品など33商品が認定さ
れました。
　同ブランドの認定はこ
れからも続けていきます。

　海水での禊
みそぎ

と海水温浴
が体験でき、潮浴び参宮
と共に、伊勢の風呂文化
を伝えます。

有限会社旭湯

　熟練した職人の手で丁
寧に作り込んでおり、栄
誉ある勲

くん

記
き

・勲
くん

章
しょう

を際立
たせ続けます。

伊勢ガクブチ株式会社

　旨みギッシリで噛
か

めば
噛むほど、お口でトマト
が増えていく不思議なト
マトです。
こだわりのトマトとメロン作り谷口

　吟
ぎん

味
み

した小
あ ず き

豆ともち米
を使用した「お福餅」は、
職人が手作業にて作り上
げております。

株式会社御福餅本家

　2千年の歴史を伝える
伊勢で、神

かみ

代
よ

ながらの素
そ

朴
ぼく

な味を大切に作るよも
ぎ餅です。

株式会社勢乃國屋

　三重県南勢産伊勢抹茶
の旨

うま

渋
しぶ

さとキレのある後
口、爽

さわ

やかな香りをぜひ
お楽しみください。

宇治園

　伊勢茶、いちごのサブ
レをパイ生地で包み焼き
上げ、一口で香りが優し
く広がります。

有限会社島重

　創業の江戸時代からの
伝統製法で加工した伊勢
ひじき、ふっくらモッチ
リ風味豊かです。

北村物産株式会社

　原材料を吟味し、昔な
がらに手焼きした、上品
な甘さの粒あん入りの焼
餅です。

有限会社太閤餅

　明野高等学校内の豚
舎で生まれ育った希少
な豚です。ぜひ、ご賞味
ください。

有限会社伊勢屋精肉店

　お伊勢参りをすること
を「参宮」といい、この
参宮木札と共にお伊勢参
りをお楽しみください。

株式会社さんぐう

　「北村式　黒にんにく」
の製造法により幅広い年
齢層の皆さんにお召しあ
がりいただけます。

株式会社きたむら

　江戸時代、参宮のお客
さまに提供された御

おん

師
し

料
理の献

こん

立
だて

をもとに再現し
たお弁当です。

有限会社大喜

第１回伊勢ブランド認定証
授与式の様子

認定マークについて

伊 勢 の 魅 力 が 詰 ま っ た

「伊勢らしさ」を追求した魅力ある商品をご紹介します。
（順不同）

商工労政課内・伊勢市産業振興会事務局 （☎21－5512  FAX23－1138）



9 広報いせ　令和３年１月１日号 広報いせ　令和３年１月１日号

伊
勢
沢
庵
干
葉
漬

神
都
麦
酒

伊
勢
の
神
殿

伊
勢
う
ど
ん

天
然
素
材
入
浴
剤
「
伊
勢
の
み
そ
ぎ
湯
」

二
見
浦 

岩
戸
の
塩
よ
う
か
ん

伊
勢
甘
タ
レ
か
ら
あ
げ

中
野
牛
乳

美
鈴
の
手
延
べ
餃
子

伊
勢
音
頭
せ
ん
べ
い

伊
勢
う
ど
ん

伊
勢
志
摩
産
ひ
じ
き

伊
勢
ふ
ぐ
の
だ
し
ス
ー
プ

伊
勢
う
な
ぎ
（
白
焼
き
・
か
ば
焼
き
）

伊
勢
銘
菓
「
神
宮
ス
ギ
」

特
製 

出
汁
玉
子
焼
き

「
伊
勢
笑
門
」
特
別
純
米
酒 

７
２
０
ml

伊
勢
掛
軸

伊
勢
茶
デ
ニ
ッ
シ
ュ
食
パ
ン

伊
勢
ひ
り
ょ
う
ず

　御薗大根、米糠
ぬか

、茄
な

子
す

の葉などを使用し、伊勢
ならではの香りと風味の
手作り沢

たく

庵
あん

です。
有限会社林商店

　柑
かん

橘
きつ

系の香り、程よい
苦みと飲み心地で、すっ
きりとした味わいのクラ
フトビールです。
有限会社二軒茶屋餅角屋本店

　茅
かや

葺
ぶき

屋根に木曽桧
ひのき

を使
用した伊勢神宮の建築様
式「唯一神明造」を忠実
に模しています。

株式会社宮忠

　独特の濃い褐
かっ

色
しょく

のたま
り醤油でズドンと変わら
ぬ家庭の味を、ひとすす
りしてみてください。

有限会社まめや

　伊勢志摩産の希少な海
藻(サガラメ)、伊勢茶、
天然塩を贅

ぜい

沢
たく

に使用した
入浴剤です。

リラクゼーション時楽

　ほどよい塩味は日本茶
ばかりでなくコーヒー、
ブランデーなどにもよく
合います。

有限会社五十鈴勢語庵

　伊勢たまり醤油と和の
スパイスを使ったまろや
かな唐

から

揚
あげ

です。
パセプション

　県内の酪農家より搾
さく

乳
にゅう

された生乳を使用し、
牛乳本来の味が楽しめる
のが特徴です。

中野乳業

　創業より味・製法を守
り続けた伊勢の味として
親しまれる手間隙かけた
手作り餃

ぎょうざ

子です。
有限会社美鈴

　薄焼き煎
せん

餅
べい

にクリーム
をサンドした伊勢の風土
と歴史を踏まえた和モダ
ンなお菓子です。

有限会社紅谷

　創業以来70有余年、
今なお昔ながらの変わら
ぬ製法でつくり続ける伊
勢うどんです。

山口製麺有限会社

　伊勢の地に伝わるひじ
き本来の風味や食感を生
かす伝統製法でふっくら
と仕上げました。

うわべ食品工業株式会社

　伊勢湾の恵みの天然
ふぐと野菜のエキスを
合わせた新しい出

だ

汁
し

ス
ープです。

有限会社ふぐや

　美
お

味
い

しく生命力ある品
質の高いうなぎを目指
し、独自飼料で育てあげ
た伊勢うなぎです。

西養鰻株式会社

　職人が手作りで生地を
掛けながら焼き上げる神
宮杉の年輪模様をあらわ
したお菓子です。

株式会社シラセ

　開業当時から味を受け
継ぎ、だし巻きのように
出汁をたっぷりと含ませ
た玉子焼です。

有限会社八百正

　「笑門」の護
ご

符
ふ

としめ
縄をモチーフにしたラベ
ルが映える、濃醇旨口の
日本酒です。

有限会社北山

　伝統的な形式、製法を
踏襲し現代ニーズにも対
応した伊勢掛

かけ

軸
じく

（別名 御
ご

神
しん

號
ごう

掛軸）です。
株式会社三重軸装

　茶葉の香りとしっとり
とした食感が調和した、
デニッシュタイプの食パ
ンです。

大洋株式会社

　創業100有余年伊勢蒲
かま

鉾
ぼこ

若松屋の上質すり身と
豆腐と9種類の具材で作
る伊勢の新名物。

有限会社若松屋

生産者や製造者などの皆さんの想いが詰まった商品の数 、々お土産選び・お出掛けの際は、ぜひチェックしてみてください。
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子育てのひろば
　このページでは、主に妊婦の皆さんから就学まで
の子どもがいる保護者の皆さんを中心に、役に立つ
情報をまとめてお知らせします。

子どもに関する相談窓口
内容 とき ところ 問い合わせ先

おしゃべりタイム ※要予約（妊婦さん・産後ママの交流会） 毎週水曜日 ①10:00～11:00
②11:00～12:00 中央保健センター

（ママ☆ほっとテラス）
健康課〔中央保健センター〕

（☎27-2435）
福祉健康センター内

おっぱい相談会 ※要予約 （助産師による個別相談） 毎週木曜日 10:00～12:00

子育て相談（巡回） ※要予約
 （妊産婦・乳幼児期の保健
　 〔身体計測・栄養相談など〕）

1月  5日（火）   9:30～11:00 二見老人福祉センター
1月12日（火）

 9:30～11:00
13:30～15:00

中央保健センター
1月19日（火） ハートプラザみその
1月26日（火） 小俣保健センター

子育て支援 （乳幼児期の子育て全般） 月曜日を除く 9:00～16:00 子育て支援センターきらら館 子育て支援センターきらら館 （☎22-5592）
一人親　※窓口での相談は要予約 月～金曜日 9:00～17:00 子育て応援課 子育て応援課（☎21-5713）

子どもの発達 月～金曜日 8:30～17:15 こども発達支援室
 〔福祉健康センター・3階〕こども発達支援室（☎63-5444）

学校教育課 （☎22－7879  FAX 23－8641）
　市では、伊勢市立の小中学校に通う子どもがいて、
経済的に困っている家庭に、学用品費・学校給食費な
どの一部を就学援助費として支給しています。
　就学援助費のうち新入学児童生徒学用品費（ランド
セル・制服など）について、入学前に支給します。
対　象 次の要件を全て満たす家庭
•申請時に市内に居住している家庭（３月末日以前に

市外へ転出する場合を除く）
•４月に伊勢市立の小中学校に入学予定の子どもがいる家庭
•「就学援助の要件」に該当し、認定された家庭
就学援助の要件 
　世帯の合計所得金額が、平成25年8月の生活扶助基
準見直し前の生活保護基準額の1.5倍以内である家庭。
または、1.5倍を超えているが、特に教育委員会が必
要と認めた家庭
支給額 （対象となる新入学児童・生徒１人当たり）
•新小学１年生…5万1,060円　•新中学１年生…6万円
支給日 3月8日（月）〔予定〕
申し込み 1月15日（金）までに、申請書を次の受付場所へ
•新小学１年生…入学予定校　•新中学１年生…在籍小学校
※制度の案内・申請書は、学校教育課（小俣総合支所・2階）・子

育て応援課（市役所東館・2階）・伊勢市立の小中学校にありま
す。また、市のホームページに掲載しています。

※審査結果は2月末ごろに通知します。
※今回申請をしなくても、4月中に申請して認定された場合、入

学後に支給します。

※電話での問い合わせが難しい人は、広報広聴課（FAX 22-9699 ? ise-koho@city.ise.mie.jp）へ問い合わせてください。

入学に係る費用の一部（就学援助費）
を入学前に支給健康課 （☎27－2435  FAX 21－0683）

中央児童センター （☎27－2422  FAX 27－2412）
　幼児と保護者の皆さん対象の行事です。音楽に親
しみながら、親子で触れ合い遊びを楽しみましょう。
と　き 1月21日（木）、10:30～11:15
ところ 中央児童センター（福祉健康センター・3階）
対　象 １歳以上の幼児とその保護者（市内在住ま

たは勤務）
講　師 光田真知子さん
定　員 20人程度（先着順）
申し込み 1月5日（火）から、
 直接または電話で中央児童センターへ

※1月12日（火）・18日（月）は休館日のため、申し込みはできません。

離乳食教室

あそぼう教室 音楽あそび

初期～中期
と　き 1月15日（金）
 ①13:00～14:00・②14:00～15:00
ところ ①②…ハートプラザみその
対　象 市内在住の乳児（生後6カ月まで）の保護者
内　容 離乳食（初期～中期）の話
定　員 各8人（先着順）
後期～完了期
と　き 1月29日（金）
 ③10:00～11:00・④11:00～12:00
ところ ③④…中央保健センター（福祉健康センター内）
対　象 市内在住の乳児（生後7～ 11カ月）の保護者
内　容 離乳食（後期～完了期）の話
定　員 各8人（先着順）
共通
申し込み 1月4日（月）から、電話またはファクスで健康課へ

・上表の所得基準は世帯を構成している人数や年齢などによっ
て異なりますので、おおよその目安にしてください。

・合計所得金額とは、年間収入金額（総支給額）から給与所得控
除などの必要経費を差し引いた額です。

伊勢市就学援助制度の所得基準（参考）
家族構成（年齢） 世帯の合計所得金額 【参考：会社員などの場合】

世帯の合計年間収入金額
2 人 (32・8 歳 ) 約 193 万円以下 約 302 万円以下
3 人 (36・32・7 歳 ) 約 260 万円以下 約 393 万円以下
4 人 (36・32・9・5 歳 ) 約 302 万円以下 約 445 万円以下
5 人 (43・38・14・10・8 歳 ) 約 403 万円以下 約 572 万円以下
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障がい福祉課 （☎21－5558  FAX 20－8555） おおぞら児童園 （☎・ FAX 20－4755）

生活支援課 （☎21－5538  FAX 21－5555）

　市では、手話の理解や普及に努めています。
各種サークルや会合などで手話にふれてみませ
んか？
　誰もが暮らしやすいまちを目指して、一緒に「手
話」という言語を広めましょう。

　市の児童発達支援・放課後等デイサービ
スの指定事業所である「伊勢市おおぞら児
童園」が、新たに児童発達支援センターと
して開所するにあたり、次のとおり内覧会
を開催します。

　「子どもの学習支援等事業」とは、子どもの居場所づく
りと合わせて、状況に応じた個別指導による学習支援を
行い、子どもの基礎学力を補って学習能力の底上げを目

指す取り組みです。元教師・大学生の皆さんなどが「学習サポーター」として、学習意欲の向上や学習
習慣の定着などにつなげるために、子ども一人一人に寄り添いながら支援しています。
　この取り組みを充実・継続させるため、支援金を募集しています。
　支援金は、インターネット上（クラウドファンディング）と生活支援課窓口（市役所東館・２階）で受け
付けています。1口・1,000円から寄付ができ、目標金額は100万円です。

※このご寄付には、お礼の品はござ
いません。寄付金はこの事業に充
てることで、寄付いただいた皆さ
まのお気持ちにお応えし、お礼に
代えさせていただきます。ご支援
よろしくお願いします。

開催可能日時 月～金曜日（祝日・振替休日を除く）、
 9:00～16:00の間で希望の日時
 ※内容・所要時間は相談に応じます。

対　　　象 市内で活動するグループ
 （在学・在勤者によるグループを含む）

申 し 込 み 開催希望日の20日前までに、同課へ
  ※申し込みの際には、日時・場所・人数・
  　代表者の氏名・連絡先などをお聞きします。

と　き 1月15日（金）・16日（土）、
 10:00～15:00
ところ 伊勢市おおぞら児童園（いせトピアの隣）
※感染症防止のため、完全予約制（15分ごとに1グルー

プ5人まで）で実施します。見学希望の人は、事前に
電話またはファクスでおおぞら児童園へ。

手話ふれあい広場

皆さんの集会・サークル・会合などにお伺いします

検索みんなで手話　伊勢市

子どもの学習支援等
事業への支援金を募集

児童発達支援センター

「伊勢市おおぞら児童園」
の内覧会を開催

子どもの居場所づくりと学習環境を整えたい！

申込方法 申込場所 申込期限

インターネット
（クレジットカード）

ふるさとチョイス
（URL https://www.furusato-
 tax.jp/gcf/1107） 3月13日（土）

現金払い、または金
融機関で納付書払い 生活支援課（市役所東館・2階）

1,000円か
ら

寄付できま
す

目標額は1
00万円

事前
予約制

クラウド

ファンディング

伊勢市おおぞら児童園



12広報いせ　令和３年１月１日号 広報いせ　令和３年１月１日号

いせファミリー・サポート・センターで

子育てのお手伝いをしませんか？
いせファミリー・サポート・センター〔NPO法人三重みなみ子どもネットワーク内〕 （☎28－5692  FAX28－5679）

　市では、仕事と家庭の両立および地域での子育てを支援す
るため、ファミリー・サポート・センター事業を実施してい
ます。いせファミリー・サポート・センターは、子育てを助
けてほしい人（依頼会員）の要望に応じ、子育てのお手伝いが
できる人（提供会員）を紹介し、相互の信頼と了解のうえで、
一時的に子どもを預かる相互援助の会員組織です。
　子育てを終えた人や保育士の資格を持つ人、子どもが好き
で子どもに関わる活動をしたい人、自らの子育てのスキル（能
力）向上を目指す人など、同センターで子育てのお手伝いをしませんか？
　同センターでは、依頼会員と提供会員を募集しています。依頼会員の登録は無料ですので、登録し
ておくだけでも安心につながります。
※同センターの運営は、市からＮＰＯ法人三重みなみ子どもネットワークへ委託して行っています。

　子育てを助けてほしい人（依
頼会員）の希望する内容・時間
で、子どもを有償で一時的に
預かる育児援助をしていただ
きます。依頼会員と提供会員
の両方を兼ねることもできま
す。また、万一の事故に備え
て保険に加入しています。

　臨時的な子どもの預かりや、保育所・幼稚園への送迎などを
していただく提供会員の養成講座を開催します。この講座では、
子育てに関するさまざまな知識・技術を学ぶことができます。

※全日程を受講できる人を優先します。全日程を受講できない人は相談してください。
※受講後に提供会員として登録をお願いします。

◆とき・内容・講師 左ページの表のとおり
◆と 　 こ 　 ろ  小俣農村環境改善センター
 （小俣図書館の隣）
◆対 　 　 　 象  市内および近隣市町に在住する20歳以上の人
◆定 　 　 　 員  20人（先着順）
◆受 　 講 　 料  無料（別途テキスト代2,100円が必要）
◆申  し  込  み  １月13日（水）・10:00から、電話またはファ

クスで同センターへ

提供会員の養成講座を開催 提供会員って何をするの ?

バス

「小俣図書館」

☎0596

1/31 麒麟がくる岐阜と御千代保稲荷 ￥8,000 （Gotoで￥5,200）税込
2/21 メタセコイヤ並木と日本海の幸  ￥8,000 （Gotoで￥5,200）税込
3/14 熊野トロッコと湯ノ口温泉  ￥7,000 （Gotoで￥4,550）税込

感染対策ばっちり！ 伊勢発日帰バスツアー

申込み 31-3335

広
告



13 広報いせ　令和３年１月１日号 広報いせ　令和３年１月１日号

市内在住または通勤・通学しており、小
学６年生までの子どもがいる人

月～金曜日、8:30～19:00
（祝日・振替休日・年末年始を除く）
※緊急時は、24時間電話受け付け可能。

令和２年度第２回提供会員養成講座

利用料金

と　き 時　間 講　座　項　目 講　師（敬称略）

2月20日（土）

10:15～10:30 開講式／オリエンテーション 秋山 則子
（NPO 法人三重みなみ子どもネットワーク 理事長）10:30～12:30 子ども・子育てを取り巻く環境

13:30～16:30 小児看護の基礎知識 岡田 まり
（（株）ジェネラス訪問看護ステーションほたるいせ 管理者）

2月21日（日）
  9:30～12:30 心の発達・障害について 山口 昌澄（高田短期大学子ども学科 教授）

13:30～16:30 子どもの事故と安全 日本赤十字社三重県支部 看護師

2月27日（土）

  9:30～11:30 子どもの遊び 山野 栄子（大橋学園ユマニテク短期大学 教授）

12:30～14:00 子どもの生活へのケアーと援助
伊勢市の子育て支援 伊勢市子育て応援課 保健師

14:10～16:10 保育の心 堀川 美子（育児支援アドバイザー）

16:20～17:00 会則／事業説明 倉木 紀子
（いせファミリー・サポート・センター アドバイザー）

2月28日（日）
  9:30～12:30 子どもの栄養と食生活 馬場 啓子（管理栄養士）

13:30～16:30 身体の発達と病気 羽根 靖之（はね小児科医院 院長）

３月 6日（土）   9:30～12:00 講座をふりかえって 秋山 則子
（NPO 法人三重みなみ子どもネットワーク 理事長）

※伊勢市福祉医療費受給資格証（一人親家庭等）または生活保護受給証
明書を持っている市内在住の会員は、利用料金が３割減額されます。

対象

開所時間

利用時間 通常時 緊急時、
軽い病児・病後児

  7:00 ～ 19:00 700 円／時 1,000 円／時

  6:00 ～   7:00
19:00 ～ 22:00 800 円／時 1,200 円／時

22:00
～

翌 6:00

一部利用 1,200 円／時

宿泊
（連続 8 時間） 5,000 円／回

年末年始
（12/29 ～ 1/3） 800 円／時 1,200 円／時

依頼会員のセンター利用案内

広
告



14広報いせ　令和３年１月１日号 広報いせ　令和３年１月１日号

短
歌

短
歌

俳
句

俳
句 市

長
賞
の
作
品
を
紹
介

　
こ
の
文
学
祭
は
、
伊
勢
市
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
日
本
の
文
芸
を
通
じ
て
、
み
ず
み
ず
し
い
感
性
で
世
界
に
伊
勢
市

の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
を
込
め
て
、平
成
28
年
度
よ
り
実
施
し
て
お
り
、今
年
度
で
５
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
市
内
の
小
中
学
生
に
、
伊
勢
に
関
す
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
・
お
い
し
い
食
べ
物
・
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
・
美
し
い
四
季
の
風
景
な
ど

を
題
材
に
短
歌
と
俳
句
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
応
募
者
数
２
５
６
１
人
、
応
募
作
品
総
数
４
０
５
５
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
入
賞
し
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

「
世
界
に
発
信
！ 

伊
勢
市
短
詩
型
文
学
祭
」の
入
賞
作
品
を
決
定

I
S
E
 C
O
L
L
E
C
T
I
O
N

文
化
振
興
課（
☎
22
ー
７
８
８
５
　
FAX
23
ー
８
６
４
１
）

2020

イ

セ

　 

コ

レ

ク

シ

ョ

ン

小
学
生
の
部

市
長
賞 

中
野
　
詠
心 

(

修
道
小
１
年)

教
育
長
賞 

中
村
　
祐
陽 

(

進
修
小
４
年)

特
別
賞 

松
井
　
栞 

(

神
社
小
２
年)

奨
励
賞 

取
嶋
　
優
歩 

(

中
島
小
５
年)

 

三
島
　
香
里
奈 (

神
社
小
５
年)

 

尾
﨑
　
凛
華 

(

浜
郷
小
３
年)

 

天
白
　
悠
史 

(

北
浜
小
２
年)

 

中
井
　
大
賀 

(

城
田
小
３
年)

中
学
生
の
部

市
長
賞 

清
水
　
ゆ
な 

(

倉
田
山
中
３
年)

教
育
長
賞 

石
井
　
環
太 

(

城
田
中
２
年)

特
別
賞 

野
田
　
陽
斗 

(

小
俣
中
２
年)

奨
励
賞 

中
村
　
し
ず
く (

城
田
中
２
年)

 

田
畑
　
峻 

(

小
俣
中
２
年)

 

松
井
　
鴻
之
介 (

御
薗
中
１
年)

 

花
井
　
紫
月 

(

御
薗
中
２
年)
 

牛
場
　
友
香 

(

皇
學
館
中
１
年)

小
学
生
の
部

市
長
賞 

大
山
　
凛
桜 

(

宮
山
小
６
年)

教
育
長
賞 

奥
田
　
名
葵 

(

中
島
小
４
年)

特
別
賞 

若
松
　
寧
々 

(

浜
郷
小
３
年)

奨
励
賞 
中
世
古  

美
々
子 

(

中
島
小
５
年)

 
宮
薗
　
虎
太
郎 (

厚
生
小
４
年)

 
牧
野
　
帆
希 

(

明
野
小
２
年)

 

國
米
　
曜 

(

明
野
小
６
年)

 

世
古
口  
茉
子 

(

御
薗
小
５
年)

中
学
生
の
部

市
長
賞 

久
田
　
涼
雅 

(
倉
田
山
中
３
年)

教
育
長
賞 

喜
多
　
睦 

(

御
薗
中
３
年)

特
別
賞 

上
田
　
暖 

(

小
俣
中
３
年)

奨
励
賞 

西
川
　
闘
太 

(

二
見
中
３
年)

 

二
見
　
新
汰 

(

小
俣
中
３
年)

 

喜
多
　
莉
央 

(

御
薗
中
２
年)

 

鈴
木
　
颯
真 

(

桜
浜
中
３
年)

 

小
野
　
万
平 

(

皇
學
館
中
１
年)

小
学
生
の
部
　（
修
道
小
１
年
　
中
野
　
詠
心
）

よ
こ
わ
が
わ 

き
れ
い
な
お
水 

つ
め
た
い
な

　
あ
し
の
ち
か
く
に 

さ
か
な
が
い
た
よ

中
学
生
の
部
　（
倉
田
山
中
３
年
　
清
水
　
ゆ
な
）

青
空
に 

一
人
ぼ
っ
ち
で 

立
っ
て
い
る

　
あ
さ
ま
や
ま
の 

ま
っ
か
な
ポ
ス
ト

小
学
生
の
部
　（
宮
山
小
６
年
　
大
山
　
凛
桜
）

桜
ま
う 

神
様
く
ら
す 

伊
勢
の
町

中
学
生
の
部
　（
倉
田
山
中
３
年
　
久
田
　
涼
雅
）

初
日
の
出 

鳥
居
の
形
の 

影
つ
く
る

１位　伊勢うどん
２位　伊勢神宮
３位　伊勢
４位　宮川
５位　夫婦岩

作品に多く使われたキーワード
伊
勢
う
ど
ん

展示の様子
※入賞作品は市のホームページに掲載

しています。



図書館図書館 へ行こう！へ行こう！へ行こう！図書館

15 広報いせ　令和３年１月１日号 広報いせ　令和３年１月１日号

図書館図書館 へ行こう！へ行こう！へ行こう！図書館 指定管理委託料　１億3,728万７千円　
入館者数　約39万５千人（令和元年度）

時とき　所ところ　対対象　内内容　定定員　申申し込み

図書館図書館 へ行こう！へ行こう！へ行こう！図書館

☎  21－0077　　開館時間　９時～19時
FAX  21－0078　　休  館  日　毎週水曜日、第２金曜日

伊勢図書館

伊勢市立
図書館前

バス バス

バス

「伊勢市立
 図書館前」

☎  29－3900　　開館時間　９時～19時
FAX  29－3902　　休  館  日　毎週火曜日、第２金曜日

伊勢市立
図書館前

バス バス

バス

「小俣
 図書館」小俣図書館

大人も楽しむ ！  おはなし会
時 １月30日㈯、15時～　所２階・会議室　対 中学生以上（小
学生以下でも参加できます）　内 少し長めのお話や、懐かし
い名作絵本などを読み聞かせします。大人になっても、お
はなしの世界を楽しみましょう！　定 20人（先着順・当日
会議室で受け付け）

時 毎週土曜日、14時30分～　所１階・おはなしコーナー
内 絵本や紙芝居などの読み聞かせ
第２週目～４週目　読み聞かせボランティアおはなしプー
さんによるおはなし会
第５週目　ストーリーテリング（絵本や紙芝居などを用い
ずに語るおはなし会）

時 １月28日㈭、11時～　所２階・視聴覚室
内 赤ちゃん絵本の紹介や読み聞かせ、手遊び  など

おはなし会

あかちゃんえほんのじかん

令和２年12月29日㈫～１月４日㈪は年末年始の
ため休館

「みえミュージアムセミナー」
三重のおさかな日本一！
～上

う ま

手い漁法と美
う ま

味いサカナ～
時 ２月７日㈰、14時～15時（受け付けは13時30分～）
所 ２階・視聴覚室　内  桑名のハマグリ・伊勢のノリ・志摩
半島のアワビ・熊野のサンマなど、全国の人々をも魅了し
てきた三重県が誇る海産物について、漁師の工夫・苦労が
詰まった漁法を歴史とともにお話します
講師  縣

あがた

拓也さん（鳥羽市立海の博物館学芸員）　
定 30人（先着順）　申 １月９日㈯・９時から、直接または電
話・ファクスで同館へ

上映会
時 １月10日㈰、14時～（開場は13時30分）
所 ２階・視聴覚室　内  「吟選大落語名人会」（84分）

①赤ちゃんおはなし会 
時 １月14日㈭、11時～　定 10組（先着順）
申 １月６日㈬・９時から、直接または電話で同館へ
※保護者のみ、マスクの着用をお願いします。
※当日、発熱や咳などの症状がないか体調を確認のうえ、参
加してください。
②たんぽぽおはなし会　時 １月９日㈯、15時～
③ピッポの会・紙芝居　時 １月17日㈰、11時～
定 各20人（②③とも先着順・当日会議室で受け付け）
※場所は、①～③ともに２階・会議室です。

おはなし会

令和２年12月29日㈫～１月５日㈫は年末年始
などのため休館

上映会
時 １月16日㈯、15時～　所２階・ホール
内  「ふたりの旅路」（99分）  出演：桃井かおり・イッセー尾形 
ほか ※敬称略　定 50人（先着順・当日ホールで受け付け）

時 １月23日㈯、15時～　所２階・会議室　対３歳～小学
生（就学前の子どもは保護者同伴）　内 お話の後、折り紙で
オニを作ります　定 20人（先着順・当日会議室で受け付け）

時 １月24日㈰、15時～　所２階・会議室
内 絵本や紙芝居などを用いない、想像を膨らませて耳で楽し
むおはなし会です　定 20人（先着順・当日会議室で受け付け）

図書館おはなし会＆工作

ストーリーテリングおはなし会

広
告



16広報いせ　令和３年１月１日号 広報いせ　令和３年１月１日号

付
時
間
：
８
時
30
分
～
22
時
）

※
１
月
21
日
㈭
・
８
時
30
分
～
９
時

30
分
は
、
電
話
で
の
受
け
付
け
の

み
と
し
ま
す
。

※
２
次
募
集
は
、
受
け
付
け
後
の
連

絡
は
し
ま
せ
ん
の
で
、
日
程
・
準

備
物
な
ど
は
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
２
次
募
集
は
、
過
去
１
年
間
に
同

一
講
座
を
受
講
し
た
人
や
、
鳥
羽

市
・
志
摩
市
・
玉
城
町
・
度
会
町
・

大
紀
町
・
南
伊
勢
町
・
明
和
町
在

住
の
15
歳
以
上
の
人
も
応
募
で

き
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
伊
勢
志

摩
定
住
自
立
圏
に
お
け
る
取
り

組
み
の
一
つ
で
す
。

※
各
講
座
の
応
募
状
況
は
、
い
せ
ト

ピ
ア
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

■
講
座
の
中
止
に
つ
い
て

　
２
次
募
集
を
し
て
も
応
募
者
が
少

な
い
講
座
は
、
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

■
受
講
の
キ
ャ
ン
セ
ル

　
講
座
開
講
日
の
１
週
間
前
ま
で
を

キ
ャ
ン
セ
ル
可
能
期
間
と
し
、
そ
れ

以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に
つ
い
て
は
、

受
講
料
・
材
料
費
な
ど
を
徴
収
し
ま

す
。
ま
た
、
徴
収
後
に
キ
ャ
ン
セ
ル

を
し
た
場
合
、
返
金
は
し
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

・
講
師
・
日
程
・
時
間
・
材
料
費
な

ど
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
大
雨
特
別
警
報
・
暴
風
警
報
・
大

雪
警
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
ま
た

は
、
施
設
に
避
難
所
が
開
設
さ
れ

た
場
合
は
休
講
と
な
り
ま
す
。

１
講
座
の
申
し
込
み
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
同
一
講
座
へ
の
重
複

申
し
込
み
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

※
過
去
１
年
間
に
同
一
講
座
を
受
講

し
た
人（
受
講
中
に
キ
ャ
ン
セ
ル

し
た
人
を
含
む
）は
申
し
込
み
で

き
ま
せ
ん（
例
外
も
あ
り
ま
す
）。

　 

NEW
が
付
い
て
い
る
講
座
は
申
し

込
み
可
能
で
す
。

※
応
募
者
以
外
の
人
は
受
講
で
き
ま

せ
ん
。

※
こ
す
る
と
消
え
る
ペ
ン
は
使
用
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
車
い
す
な
ど
配
慮
が
必
要
な
場
合

は
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
内
容

に
よ
り
、
介
助
の
人
の
付
き
添
い

を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

■
抽
選
に
つ
い
て

　
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
１
月

14
日
㈭
・
14
時
か
ら
、い
せ
ト
ピ
ア
・

１
階
ふ
れ
あ
い
広
場
で
公
開
抽
選
を

行
い
ま
す
。

■
受
講
可
否
の
お
知
ら
せ

　
公
開
抽
選
会
後
の
１
月
16
日
㈯
に

応
募
者
全
員
に
お
知
ら
せ（
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
の
申
し
込
み
は
メ
ー
ル

で
、
往
復
は
が
き
で
の
申
し
込
み
は

返
信
用
は
が
き
で
）し
ま
す
。
届
か

な
い
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

■
２
次
募
集
に
つ
い
て

　
定
員
に
満
た
な
い
講
座
は
２
次
募

集
を
行
い
ま
す
。

　
１
月
21
日
㈭
か
ら
講
座
開
講
日
の

１
週
間
前
ま
で
、
電
話
ま
た
は
窓
口

で
先
着
順
に
受
け
付
け
ま
す
。（
受

　
17
ペ
ー
ジ
の
表
の
と
お
り
、
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
し
て
い
る
15
歳
以
上
の
人
で
、
開

講
期
間
を
通
し
て
受
講
で
き
る
人

（
中
学
生
を
除
く
）

※
親
子
向
け
講
座
の
対
象
は
、
小
中

学
生
で
す
。

※
親
子
向
け
講
座
で
は
、
必
ず
子
ど

も
１
人
に
対
し
保
護
者
１
人
が
付

い
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
以
外
の
講

座
は
、
子
ど
も
連
れ
で
受
講
は
で

き
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
　
１
月
７
日
㈭（
当
日
消

印
有
効
）ま
で
に
、
い
せ
ト
ピ
ア
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
ま
た
は
往
復

は
が
き
に
必
要
事
項（
左
図
参
照
）を

記
入
し
、
い
せ
ト
ピ
ア
へ

※
１
人
何
講
座
で
も
応
募
で
き
ま
す

が
、
１
枚
の
往
復
は
が
き
で
１
人

往復はがきの書き方
往信用 表

〒516－8520

 
何も記入しないで
ください。

返信用 裏

往信

63

いせトピア
　センター講座係

返信用 表

〒○○○－○○○○

往信用 裏

返信

住  所
　氏  名 様

①講座No.
②講座名
③住所
④氏名（ふりがな）
⑤年齢（親子向け講座は

学年を記入）
⑥性別
⑦電話番号（連絡がつき

やすい番号）
⑧市外在住の場合、勤務

先と電話番号を記入
⑨親子向け講座は保護者

の氏名を記入

63

往復はがきの書き方
往信用 表

〒516－8520

 
何も記入しないで
ください。

返信用 裏

往信

63

いせトピア
　センター講座係

返信用 表

〒○○○－○○○○

往信用 裏

返信

住  所
　氏  名 様

①講座No.
②講座名
③住所
④氏名（ふりがな）
⑤年齢（親子講座は学年

を記入）
⑥性別
⑦電話番号（連絡がつき

やすい番号）
⑧市外在住の場合、勤務

先と電話番号を記入
⑨親子講座は保護者の氏

名を記入

63

⑤⑨親子講座

いせトピア（☎ 21－0900　FAX  21－0909
URL  https://www.isetopia.jp）

指定管理委託料：7,672万５千円、  
利用者数：約14万２千人（令和元年度）

トピアだよりトピアだより

伊勢市立
図書館前

バス バス

バス

「いせ
　トピア」

まな坊

  

い
せ
ト
ピ
ア

　  

セ
ン
タ
ー
講
座

往復はがきの書き方
往信用 表

〒516－8520

 
何も記入しないで
ください。

返信用 裏

往信

63

いせトピア
　センター講座係

返信用 表

〒○○○－○○○○

往信用 裏

返信

住  所
　氏  名 様

①講座No.
②講座名
③住所
④氏名（ふりがな）
⑤年齢（親子向け講座は

学年を記入）
⑥性別
⑦電話番号（連絡がつき

やすい番号）
⑧市外在住の場合、勤務

先と電話番号を記入
⑨親子向け講座は保護者

の氏名を記入

63

往復はがきの書き方
往信用 表

〒516－8520

 
何も記入しないで
ください。

返信用 裏

往信

63

いせトピア
　センター講座係

返信用 表

〒○○○－○○○○

往信用 裏

返信

住  所
　氏  名 様

①講座No.
②講座名
③住所
④氏名（ふりがな）
⑤年齢（親子講座は学年

を記入）
⑥性別
⑦電話番号（連絡がつき

やすい番号）
⑧市外在住の場合、勤務

先と電話番号を記入
⑨親子講座は保護者の氏

名を記入

63

⑤⑨親子講座

２
月
開
講
分

広
告

地域の仕事と暮らしをサポート

☆親切☆ていねい☆頼んで安心

～会員登録もお仕事のご用命も！～

伊勢市西豊浜町 141 番地 1　　☎ ３７－７１７０
　（伊勢志摩総合地方卸売市場内２階）
　 https://webc.sjc.ne.jp/ise-sc/index

公益社団法人 伊勢市シルバー人材センター

お仕事募集中！ 新規会員募集



17 広報いせ　令和３年１月１日号 広報いせ　令和３年１月１日号

＊＊＊ 生涯学習講師人材バンクの登録者を募集 ＊＊＊

トピアだよりトピアだより

短期講座　受講料：無料（別途材料費が必要な講座あり）
№ 講座名

内容
とき 開講日 場所 定員

講師（敬称略） 持ち物など

１
NEW

春のハーバリウム
レッスン

春に向けたハーバリウムレッスンです。春らしい色味でスクエアボトル（高さ22㎝）と、ボタニカルな自然
な色合いでウイスキーボトルタイプ（高さ14㎝）を作ります。
2月6日（土）、10：00～12：00 ― 工芸室 10人
浦田　香菜 材料費3,000円、はさみ、タオル、ピンセット

２
NEW

めざせ！くびれ女子！
※女性対象

キックボクシングの動きを使ったエクササイズです。自宅で一人でも続けられ、脂肪を燃焼し、くびれを
目指します。
2月7日（日）・14日（日）・21日（日）、10：30～11：30（全3回） ２月７日 文化交流室 10人

ＭＩＫＩ 運動のできる服装、運動靴、タオル、飲み物

３
NEW

冬のカラダを
温める薬膳

暖かい春を迎えるまであと少し。体を温めて冬を乗り切りましょう。薬膳シューマイ・ショウガご飯・酒
かす汁で体ぽかぽか（調理したものは全て持ち帰ります）。薬膳茶の試飲もあります。
2月14日（日）、9：30～12：00 ― 調理室 10人

かなえ 材料費1,500円、筆記用具、エプロン、持ち帰り用容器（500ml程度を複数個）、三角巾（バ
ンダナ可）、布巾2枚、台布巾1枚、手拭きタオル

親子向け講座　受講料：無料（別途材料費が必要）

４
親子で陶芸に
チャレンジ

※市内在住の小中学生と
その保護者対象

粘土で皿や茶わんを作りましょう。　※応募は両日とも参加できる人に限ります。
2月7日（日）・21日（日）、9：30～11：30（全2回） ２月７日 工芸室 ５組
陶久会・陶和会・
なごみ会 材料費700円、筆記用具、タオル

５

NEW
親子でギョーザ作りに

チャレンジ
※市内在住の小中学生と
その保護者対象

中国の家庭でもよく食べられている水餃子を、皮から本格的に作ります（皮と具は持ち帰ります）。

2月13日（土）、9：30～12：00 ― 調理室 ５組

ファン・チュン・イェン 材料費1,000円（持ち帰り用容器含む）、筆記用具、エプロン、三角巾（バンダナ可）、
布巾2枚、台布巾１枚、手拭きタオル

６

NEW
親子でお出掛けランチ
ボックスにチャレンジ
※市内在住の小中学生と
その保護者対象

お出掛けにぴったりな、タンドリーチキン・お花畑サンドイッチ・オレンジゼリーを作ります。ランチボッ
クスに詰めて、持ち帰ります。
2月23日（祝）、9：30～11：30 ― 調理室 ５組

小西　千賀子 材料費1,000円（持ち帰り用容器含む）、エプロン、三角巾（バンダナ可）、布巾2枚、
台布巾1枚、手拭きタオル

※№4～6の親子向け講座は、密を避けるため、保護者1人・子ども1人の全2人での参加でお願いします。それ以上の付き添いはご遠慮ください。

イベント掲示板 & みんなの広場

掲載申し込み締め切り

時とき  所ところ　対対象　内内容　定定員　料料金　申申し込み

 ３ 月 １ 日号➡ １ 月15日㈮　 ３ 月15日号➡ １ 月29日㈮

　このコーナーは、国・県・市または
教育委員会が共催・後援などをするイ
ベント情報を案内するコーナーです。参
加費などの記載のないものは無料です。

イベント掲示板

時 １月18日㈪～29日㈮　内市内の小中学生による図工・美術作品、書
写作品の力作を同美術展のホームページ（URL http://
www.ise-mie.ed.jp/˜kyobiten）へ掲載します
申不要

時 ２月16日㈫、13：30～16：00　所三重県不動産会館・3階大会議室
（津市上浜町1丁目6-1）　対宅建業の開業を目指している人  など
内 第１部…宅建協会入会のメリット、第２部…開業資金の融資制度、
第３部…不動産業開業の体験談、第４部…個別相談会（希望者のみ）
定20人（先着順）　申 ２月15日㈪までに、同協会へ

伊勢市教育美術展

不動産開業セミナー

伊勢市教育美術展運営委員会事務局
（☎ 24-5171　 FAX 24-5172〔明野小学校〕）

公益社団法人  三重県宅地建物取引業協会
（☎ 059-227-5018　 FAX 059-227-5019）

時 １月21日㈭、13：30～16：30（最終受け付けは16：00）　
所市役所東館・5階 5-4会議室　対市内在住の人　内社会保険労務
士が、労働（経営者・労働者）・年金（老齢・遺族・障害）、健康・雇用・
労災保険の相談に応じます　申不要

労働・年金市民相談会
三重県社会保険労務士会南勢支部（☎ 63-9220　 FAX 63-9221）

　このコーナーは、市民団体などの皆
さんが、イベント案内や会員募集など
に利用できるコーナーです。参加費な
どの記載のないものは無料です。

みんなの広場

内国民年金基金は、国民年金に上乗せする公的な年金です。終身年
金が基本で、掛け金は全額社会保険料控除です。対象は自営業・フリ
ーランスの皆さんなどです。詳しくは、同支部のフリーダイヤルへ

「国民年金基金」のご案内
全国国民年金基金三重支部（  0120-65-4192）

　「生涯学習講師人材バンク」とは、生涯学習活動を行う市民の皆さんへの情報提供を主な目的とした、講師・指導者情報登録の制度です。
　いせトピアのセンター講座や出前講座、二見・小俣・御薗の公民館講座などでも、人材バンクに登録した皆さんが活躍しています。
　人材バンク登録を希望する人は、電話でいせトピア（☎21-0900）へ申し込みをお願いします。面談日を決定後、登録の手続きを行います。
　※営利目的での登録はできません。

＊＊＊ 生涯学習講師人材バンクの登録者を募集 ＊＊＊



時とき　所ところ　対対象　　定定員　申申し込み　問問い合わせ

社協はげんきな
　　 こころ応援します

●伊勢社協マスコットキャラクター
げんきくん こころちゃん https://ise-shakyo.jp伊勢社協 検  索

「げんここ
地域福祉通信」は、
地域福祉情報を
お伝えする
コーナーです。 んん ここここげげ

Vol.22
地域福祉通信地域福祉通信

伊勢市福祉総務課　☎21-5557　FAX 21-5555

地域福祉課・中部支所（八日市場町13-1）
☎63-5334・27-2425　FAX 27-2412
ボランティアセンター ☎63-6370　FAX 27-2412
生活サポートセンターあゆみ ☎63-5224　FAX 27-2415

東部支所（二見町茶屋456-2） ☎43-5551　FAX 43-4427
西部支所（小俣町元町536） ☎27-0509　FAX 27-0570
北部支所（御薗町長屋2767） ☎22-6617　FAX 22-6604

げんここるーむ（小木町曽祢538）☎65-6120　FAX 65-6121

伊
勢
市
社
会
福
祉
協
議
会

問 伊勢市生活サポートセンターあゆみ（☎63-5224 　　27-2415 　　ise-cswsp@mie.email.ne.jp）
開所日時　8:30 ～ 17:15（土・日曜日・祝日・12月29日～翌年１月３日を除く）

FAX

 

　伊勢市生活サポートセンターあゆみは、自力で就職活動を行うことが難しい人に対して就労支援
を行っており、その中で、無料職業紹介所として企業などと相談者を「つなぐ」役割をしています。
　就労に至るまではもちろん、就職後のフォローもさせていただいております。この取り組みに
ご協力いただける企業などを募集します。お気軽に、お問い合わせください。

　「自分たちの地域に、気軽に集まっておしゃべりがで
きる場所があったらいいな」「地域がつながる場所が必
要だな」という思いで居場所づくりを始めた皆さんが活
動発表を行います。
　コロナ禍によって、一人一人がつながりの大切さに気付
いた今だからこそ、住み慣れた地域でつながりを広めた
い、地域で活動をしてみたいと思っている人は、ぜひ参
加してください。

　企業とＮＰＯ・ボランティアをヒト・モノ・コトで
つなぐ「ながのボランティア・市民活動支援ネット
ワーク」の理事をされ、シニア活動推進コーディ
ネーターとして、シニアの社会参加（人生二毛作）
を推進。「まちの縁側育みプロジェクトながの」の
メンバーとして、人と人、人と活動、人と地域がゆ
るやかにつながり合える「まちの縁側」も推進する
などの活躍をされています。

時　２月８日㈪、10:00～12:00（受け付けは9：30～）
所　ハートプラザみその・多目的ホール
対　市内在住または通勤・通学している、サロ

ン活動など地域の活動に興味がある人（年
齢は問いません）

定　80人
申　直接または電話・ファクス・Eメールで、伊

勢市社会福祉協議会 地域福祉課

※このセミナーは伊勢市の委託を受けて実施します。

職場の雰囲気が良くて、楽しく仕事ができています。慣れるまでは職員の皆さんが付いてくれて
いたので、不安なく仕事をすることができ、今は一人で仕事ができます。がんばればがんばった分
評価をしてもらえ、利用者の皆さんや他の職員の皆さんから「ありがとう」と声を掛けてもらえる
とすごくうれしくて、やりがいを感じています。

【活動発表団体】
★北浜まちづくり会議 いただきます会
★集いの広場・光の街おひさま
★文教地区ふれあい・いきいきサロン

左の求人内容で無料職業紹介所に登録しました。それまで、
なかなか見つからなかったので、Ａさんが来てくれて助かりま
した。Ａさんは「やりがいがある」「楽しい」と言ってくれてい
るので、そのような職場を提供できたことをうれしく思いま
す。掃除の範囲や時間配分などはＡさん自身で考えてもら
い、困ったときに手を差し伸べるようにしています。このこと
もＡさんにとっては働きやすい環境なのかもしれません。高
齢者や障がい者の皆さんなど、いろんな人と接する機会があ
るので、Ａさんにとって勉強になる職場だと思います。

伊勢市生活サポートセンターあゆみ 無料職業紹介所

働きたかったＡさんと登録事業所がつながった事例

登録企業（事業所）募集中!!

人材を求める
企業・事業所

＊地域ささえあい活動セミナー開催＊

仕事を
探している人

伊勢市生活サポートセンターあゆみ
無料職業紹介所

雇用契約

紹介 支援 求職申し込み

働いたことがなく自信がない

就職活動がうまくいかない

職場でうまくいかず仕事が続かない

求人申し込み

Aさん

施設長

求人内容
【職種】
サービス付き高齢者向け住宅の
環境整備

【仕事の内容】
清掃、草取り、備品修理 など

【勤務時間】
応相談（8:30～17:30の間）

問

つながることではじまった！
「こんな場所がほしい」を叶えた人たちが語る“まちの居場所づくり”

（八日市場町13-1 ☎63-5334  　27-2412
　　 iseshakyo-tiiki@mie.email.ne.jp）へ

時
所
対

定
申

FAX

ファシリテーター（進行役）ファシリテーター（進行役）

（公財）長野県長寿社会開発センター
主任シニア活動推進コーディネーター

戸田  千登美さん

（公財）長野県長寿社会開発センター
主任シニア活動推進コーディネーター

戸田  千登美さん

始めの一歩！
活動する皆さん

に
会ってみよう！

まずは
活動している人に
会ってみよう♪

顔の見える
地域って安心ね

18広報いせ　令和３年1月１日号 広報いせ　令和３年1月１日号



時とき　所ところ　対対象　　定定員　申申し込み　問問い合わせ

社協はげんきな
　　 こころ応援します

●伊勢社協マスコットキャラクター
げんきくん こころちゃん https://ise-shakyo.jp伊勢社協 検  索

「げんここ
地域福祉通信」は、
地域福祉情報を
お伝えする
コーナーです。 んん ここここげげ

Vol.22
地域福祉通信地域福祉通信

伊勢市福祉総務課　☎21-5557　FAX 21-5555

地域福祉課・中部支所（八日市場町13-1）
☎63-5334・27-2425　FAX 27-2412
ボランティアセンター ☎63-6370　FAX 27-2412
生活サポートセンターあゆみ ☎63-5224　FAX 27-2415

東部支所（二見町茶屋456-2） ☎43-5551　FAX 43-4427
西部支所（小俣町元町536） ☎27-0509　FAX 27-0570
北部支所（御薗町長屋2767） ☎22-6617　FAX 22-6604

げんここるーむ（小木町曽祢538）☎65-6120　FAX 65-6121

伊
勢
市
社
会
福
祉
協
議
会

問 伊勢市生活サポートセンターあゆみ（☎63-5224 　　27-2415 　　ise-cswsp@mie.email.ne.jp）
開所日時　8:30 ～ 17:15（土・日曜日・祝日・12月29日～翌年１月３日を除く）

FAX

 

　伊勢市生活サポートセンターあゆみは、自力で就職活動を行うことが難しい人に対して就労支援
を行っており、その中で、無料職業紹介所として企業などと相談者を「つなぐ」役割をしています。
　就労に至るまではもちろん、就職後のフォローもさせていただいております。この取り組みに
ご協力いただける企業などを募集します。お気軽に、お問い合わせください。

　「自分たちの地域に、気軽に集まっておしゃべりがで
きる場所があったらいいな」「地域がつながる場所が必
要だな」という思いで居場所づくりを始めた皆さんが活
動発表を行います。
　コロナ禍によって、一人一人がつながりの大切さに気付
いた今だからこそ、住み慣れた地域でつながりを広めた
い、地域で活動をしてみたいと思っている人は、ぜひ参
加してください。

　企業とＮＰＯ・ボランティアをヒト・モノ・コトで
つなぐ「ながのボランティア・市民活動支援ネット
ワーク」の理事をされ、シニア活動推進コーディ
ネーターとして、シニアの社会参加（人生二毛作）
を推進。「まちの縁側育みプロジェクトながの」の
メンバーとして、人と人、人と活動、人と地域がゆ
るやかにつながり合える「まちの縁側」も推進する
などの活躍をされています。

時　２月８日㈪、10:00～12:00（受け付けは9：30～）
所　ハートプラザみその・多目的ホール
対　市内在住または通勤・通学している、サロ

ン活動など地域の活動に興味がある人（年
齢は問いません）

定　80人
申　直接または電話・ファクス・Eメールで、伊

勢市社会福祉協議会 地域福祉課

※このセミナーは伊勢市の委託を受けて実施します。

職場の雰囲気が良くて、楽しく仕事ができています。慣れるまでは職員の皆さんが付いてくれて
いたので、不安なく仕事をすることができ、今は一人で仕事ができます。がんばればがんばった分
評価をしてもらえ、利用者の皆さんや他の職員の皆さんから「ありがとう」と声を掛けてもらえる
とすごくうれしくて、やりがいを感じています。

【活動発表団体】
★北浜まちづくり会議 いただきます会
★集いの広場・光の街おひさま
★文教地区ふれあい・いきいきサロン

左の求人内容で無料職業紹介所に登録しました。それまで、
なかなか見つからなかったので、Ａさんが来てくれて助かりま
した。Ａさんは「やりがいがある」「楽しい」と言ってくれてい
るので、そのような職場を提供できたことをうれしく思いま
す。掃除の範囲や時間配分などはＡさん自身で考えてもら
い、困ったときに手を差し伸べるようにしています。このこと
もＡさんにとっては働きやすい環境なのかもしれません。高
齢者や障がい者の皆さんなど、いろんな人と接する機会があ
るので、Ａさんにとって勉強になる職場だと思います。

伊勢市生活サポートセンターあゆみ 無料職業紹介所

働きたかったＡさんと登録事業所がつながった事例

登録企業（事業所）募集中!!

人材を求める
企業・事業所

＊地域ささえあい活動セミナー開催＊

仕事を
探している人

伊勢市生活サポートセンターあゆみ
無料職業紹介所

雇用契約

紹介 支援 求職申し込み

働いたことがなく自信がない

就職活動がうまくいかない

職場でうまくいかず仕事が続かない

求人申し込み

Aさん

施設長

求人内容
【職種】
サービス付き高齢者向け住宅の
環境整備

【仕事の内容】
清掃、草取り、備品修理 など

【勤務時間】
応相談（8:30～17:30の間）

問

つながることではじまった！
「こんな場所がほしい」を叶えた人たちが語る“まちの居場所づくり”

（八日市場町13-1 ☎63-5334  　27-2412
　　 iseshakyo-tiiki@mie.email.ne.jp）へ

時
所
対

定
申

FAX

ファシリテーター（進行役）ファシリテーター（進行役）

（公財）長野県長寿社会開発センター
主任シニア活動推進コーディネーター

戸田  千登美さん

（公財）長野県長寿社会開発センター
主任シニア活動推進コーディネーター

戸田  千登美さん

始めの一歩！
活動する皆さん

に
会ってみよう！

まずは
活動している人に
会ってみよう♪

顔の見える
地域って安心ね

19 広報いせ　令和３年1月１日号 広報いせ　令和３年1月１日号



20広報いせ　令和３年１月１日号 広報いせ　令和３年１月１日号

～
み
ん
な
笑
顔   

伊
勢
の
元
気
人
～

健
康
課（
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
）

〔
八
日
市
場
町
・
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
内
〕

（
☎
27

－

２
４
３
５
　
FAX 

21

－

０
６
８
３
）

　
　 

　
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料

申
し
込
み・
問
い
合
わ
せ
（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

とき ところ 定員 
(先着順) 申込期限

１月19日 ㈫  小俣保健センター 15人  １月13日 ㈬
１月21日 ㈭  福祉健康センター 10人  １月15日 ㈮
１月22日 ㈮  ハートプラザみその 15人  １月18日 ㈪

２月 ９ 日 ㈫  小俣保健センター 15人  ２月 ３ 日 ㈬

ヘルスメイト料理講習会

※いずれも時間は、９：30～12：30です。
※当日は必ず自宅で検温をお願いします。
※料理は持ち帰りとなります。

伊勢市立
図書館前

バス バス

バス

「伊勢市立
  図書館前」

～
み
ん
な
笑
顔   

伊
勢
の
元
気
人
～

健
康
づ
く
り
通
信

健
康
づ
く
り
通
信

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
料
理
講
習
会

と
き
・
と
こ
ろ
・
定
員
・
申
込
期

限
　
下
表
の
と
お
り

対
象
　
市
内
在
住
の
人

テ
ー
マ
　
１
月
分
…
郷
土
料
理
、

２
月
分
…
骨
元
気
！
カ
ル
シ
ウ
ム

た
っ
ぷ
り
あ
っ
た
か
料
理

参
加
費
　
３
０
０
円（
当
日
持
参
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

マ
ス
ク
、
米
１
／
２
カ
ッ
プ
、
持

ち
帰
り
用
容
器

※
料
理
の
持
ち
帰
り
に
必
要
な
人

は
、
保
冷
剤
・
保
冷
バ
ッ
グ
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
各
開
催
日
の
申
込
期

限
の
12
時
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
健
康
課
へ

予
算
額
　
21
万
円（
30
回
分
）

伊勢市健康マイレージの
対象事業です。

申
し
込
み
は
１
月
４
日
㈪
か
ら

ヘ
ル
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

健
康
課
の
共
同
企
画

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
気
軽
に
で

き
る
健
康
法
の
一
つ
で
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
に
身
近
な
ヘ
ル
ス
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
一
緒
に
歩
き
ま
せ
ん

か
。

と
き
　
１
月
15
日
㈮
、
13
時
30
分

～
15
時
30
分（
受
け
付
け
は
13
時

～
）

集
合
場
所
　
二
見
公
民
館（
二
見

町
茶
屋
２
０
９
）

対
象
　
市
内
在
住
の
人

内
容
　｢

二
見
・
太
江
寺
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
コ
ー
ス（
4.2
㎞
）」
の
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ

定
員
　
30
人（
先
着
順
）

持
ち
物
　
傷
害
保
険
料
10
円
、
飲

み
物
、
タ
オ
ル
、
運
動
の
で
き
る

服
装
・
靴
、
マ
ス
ク

申
し
込
み
　
１
月
４
日
㈪
か
ら
、

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
健
康
課

へ※
雨
天
時
は
中
止
と
し
ま
す
。（
開

催
可
否
を
12
時
30
分
に
決
定
）

伊
勢
市
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の

対
象
事
業
で
す
。

伊
勢
市
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の

対
象
事
業
で
す
。

申
し
込
み
は
１
月
４
日
㈪
か
ら

み
ん
な
の
認
知
症
予
防
教
室

　
認
知
症
を
予
防
す
る
た
め
に

は
、
早
く
か
ら
取
り
組
む
こ
と
が

大
切
で
す
。
認
知
症
を
寄
せ
付
け

な
い
生
活
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん

か
。

と
き
　
１
月
18
日
㈪
、
13
時
30
分

～
15
時

と
こ
ろ
　
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
人

内
容
　｢

認
知
症
予
防
に
つ
い
て
」

保
健
師
に
よ
る
話
、
認
知
症
予
防

の
た
め
の
簡
単
な
体
操  

な
ど

※
令
和
２
年
８
月
21
日
に
開
催
し

た
内
容
と
同
じ
で
す
。

定
員
　
25
人
程
度

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
初

参
加
の
人
・
健
康
課
Ｏ
Ｂ
会
活

動
を
し
て
い
な
い
人
を
優
先
し

ま
す
。

申
し
込
み
　
１
月
４
日
㈪
か
ら
、

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
健
康
課

へ※
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。

広
告



20広報いせ　令和３年１月１日号 広報いせ　令和３年１月１日号

～
み
ん
な
笑
顔   

伊
勢
の
元
気
人
～

健
康
課（
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
）

〔
八
日
市
場
町
・
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
内
〕

（
☎
27

－

２
４
３
５
　
FAX 

21

－

０
６
８
３
）

　
　 

　
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料

申
し
込
み・
問
い
合
わ
せ
（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

とき ところ 定員 
(先着順) 申込期限

１月19日 ㈫  小俣保健センター 15人  １月13日 ㈬
１月21日 ㈭  福祉健康センター 10人  １月15日 ㈮
１月22日 ㈮  ハートプラザみその 15人  １月18日 ㈪

２月 ９ 日 ㈫  小俣保健センター 15人  ２月 ３ 日 ㈬

ヘルスメイト料理講習会

※いずれも時間は、９：30～12：30です。
※当日は必ず自宅で検温をお願いします。
※料理は持ち帰りとなります。

伊勢市立
図書館前

バス バス

バス

「伊勢市立
  図書館前」

～
み
ん
な
笑
顔   

伊
勢
の
元
気
人
～

健
康
づ
く
り
通
信

健
康
づ
く
り
通
信

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
料
理
講
習
会

と
き
・
と
こ
ろ
・
定
員
・
申
込
期

限
　
下
表
の
と
お
り

対
象
　
市
内
在
住
の
人

テ
ー
マ
　
１
月
分
…
郷
土
料
理
、

２
月
分
…
骨
元
気
！
カ
ル
シ
ウ
ム

た
っ
ぷ
り
あ
っ
た
か
料
理

参
加
費
　
３
０
０
円（
当
日
持
参
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

マ
ス
ク
、
米
１
／
２
カ
ッ
プ
、
持

ち
帰
り
用
容
器

※
料
理
の
持
ち
帰
り
に
必
要
な
人

は
、
保
冷
剤
・
保
冷
バ
ッ
グ
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
各
開
催
日
の
申
込
期

限
の
12
時
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
健
康
課
へ

予
算
額
　
21
万
円（
30
回
分
）

伊勢市健康マイレージの
対象事業です。

申
し
込
み
は
１
月
４
日
㈪
か
ら

ヘ
ル
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

健
康
課
の
共
同
企
画

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
気
軽
に
で

き
る
健
康
法
の
一
つ
で
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
に
身
近
な
ヘ
ル
ス
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
一
緒
に
歩
き
ま
せ
ん

か
。

と
き
　
１
月
15
日
㈮
、
13
時
30
分

～
15
時
30
分（
受
け
付
け
は
13
時

～
）

集
合
場
所
　
二
見
公
民
館（
二
見

町
茶
屋
２
０
９
）

対
象
　
市
内
在
住
の
人

内
容
　｢

二
見
・
太
江
寺
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
コ
ー
ス（
4.2
㎞
）」
の
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ

定
員
　
30
人（
先
着
順
）

持
ち
物
　
傷
害
保
険
料
10
円
、
飲

み
物
、
タ
オ
ル
、
運
動
の
で
き
る

服
装
・
靴
、
マ
ス
ク

申
し
込
み
　
１
月
４
日
㈪
か
ら
、

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
健
康
課

へ※
雨
天
時
は
中
止
と
し
ま
す
。（
開

催
可
否
を
12
時
30
分
に
決
定
）

伊
勢
市
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の

対
象
事
業
で
す
。

伊
勢
市
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の

対
象
事
業
で
す
。

申
し
込
み
は
１
月
４
日
㈪
か
ら

み
ん
な
の
認
知
症
予
防
教
室

　
認
知
症
を
予
防
す
る
た
め
に

は
、
早
く
か
ら
取
り
組
む
こ
と
が

大
切
で
す
。
認
知
症
を
寄
せ
付
け

な
い
生
活
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん

か
。

と
き
　
１
月
18
日
㈪
、
13
時
30
分

～
15
時

と
こ
ろ
　
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
人

内
容
　｢

認
知
症
予
防
に
つ
い
て
」

保
健
師
に
よ
る
話
、
認
知
症
予
防

の
た
め
の
簡
単
な
体
操  

な
ど

※
令
和
２
年
８
月
21
日
に
開
催
し

た
内
容
と
同
じ
で
す
。

定
員
　
25
人
程
度

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
初

参
加
の
人
・
健
康
課
Ｏ
Ｂ
会
活

動
を
し
て
い
な
い
人
を
優
先
し

ま
す
。

申
し
込
み
　
１
月
４
日
㈪
か
ら
、

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
健
康
課

へ※
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。

広
告
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伊
勢
市
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の

対
象
事
業
で
す
。

申
し
込
み
は
１
月
４
日
㈪
か
ら

な
る
ほ
ど
納
得
！

シ
ニ
ア
健
康
講
座

　
シ
ニ
ア
世
代
が
気
に
な
る
健
康

づ
く
り
の
話
題
の
中
か
ら
、
今
回

は
「
運
動
器
を
鍛
え
て
ロ
コ
モ
を

予
防
し
よ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
楽

し
く
学
び
ま
す
。

と
き
　
２
月
５
日
㈮
、
９
時
30
分

～
11
時

と
こ
ろ
　
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65

歳
以
上
の
人

内
容
　
理
学
療
法
士
に
よ
る
話
、

ス
ト
レ
ッ
チ
・
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
な
ど
の
実
践
、「
い
せ
し
健
康

体
操（
基
本
座
位
編
）」
の
体
験

定
員
　
25
人
程
度

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
今

年
度
に
同
講
座
を
初
参
加
の
人

を
優
先
し
ま
す
。

持
ち
物
　
傷
害
保
険
料
30
円
、
飲

み
物
、
タ
オ
ル
、
運
動
の
で
き
る

服
装
・
靴
、
運
動
マ
ッ
ト（
持
っ

て
い
る
人
）

申
し
込
み
　
１
月
４
日
㈪
か
ら
、電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
健
康
課
へ

※
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。

乳
が
ん
集
団
検
診

（
１
月
28
日
分
）の
募
集
と

乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
集
団
検
診

（
１
～
３
月
分
）の
追
加
募
集

乳
が
ん
集
団
検
診（
１
月
28
日
分
）

　
実
施
日
を
新
た
に
設
け
ま
し
た
。

と
き
　
１
月
28
日
㈭

と
こ
ろ
　
二
見
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員
　
午
前
15
人・午
後
20
人（
先

着
順
・
電
話
予
約
の
み
）

乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
集
団
検
診

追
加
募
集

　
定
員
に
満
た
な
か
っ
た
１
～
３

月
分
の
日
程
を
再
度
募
集
し
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は
電

話
で
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。
検

診
日
時
・
場
所
な
ど
詳
し
く
は
、

「
広
報
い
せ
」
令
和
２
年
11
月
１

日
号
・
24
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
健
康
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

共
通

対
象
　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
30

歳
以
上
の
人（
１
年
度
に
１
回
の

み
）

検
診
内
容
　
乳
が
ん
検
診
（
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
）、
子
宮
頸
が
ん
検
診

料
金
　
乳
が
ん
…
１
６
０
０
円
、

子
宮
頸
が
ん
…
１
５
０
０
円

※
70
歳
以
上
の
人
は
無
料
で
す
。

持
ち
物
　
バ
ス
タ
オ
ル（
乳
が
ん

検
診
の
み
）、
健
康
手
帳（
持
っ
て

い
る
人
）、
無
料
ク
ー
ポ
ン
券（
持

っ
て
い
る
人
）

予
約
方
法

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約（
１
月

28
日
㈭
を
除
く
）…
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
必
要
事
項
を
入
力

（
毎
日
・
24
時
間
）

・
電
話
予
約
…
電
話
で
健
康
課
へ

（
月
～
金
曜
日〔
祝
日
・
年
末
年

始
を
除
く
〕、
８
時
30
分
～
17

時
15
分
）

※
乳
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
ペ

ー
ス
メ
ー
カ
ー
や
シ
リ
コ
ン
が

入
っ
て
い
る
人
、
妊
娠
中
・
妊

娠
の
可
能
性
が
あ
る
人
、
母
乳

が
少
し
で
も
出
て
い
る
人
は
、

受
診
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。

※
子
宮
頸
が
ん
検
診
に
つ
い
て

は
、
性
交
渉
の
経
験
が
な
い
人

は
出
血
す
る
場
合
が
あ
り
、
集

団
検
診
の
会
場
で
は
応
急
処
置

の
み
の
対
応
で
治
療
が
で
き
な

い
た
め
、
集
団
検
診
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
医
療
機
関
で
検
診

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
少
数
で
す
が
、
検
診
結
果
が
判

定
不
能
に
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

検
索

伊
勢
市
集
団
検
診

広
告
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とき ところ
①新型コロナウイルス感染症関連こころの健康相談（要予約）
・臨床心理士による相談
１月26日 ㈫ ９：00～11：00 中央保健センター
・保健師による相談
１月 ５ 日 ㈫ 13：30～15：30 中央保健センター１月19日 ㈫
②成人健康相談・成人栄養相談（成人栄養相談は要予約）  ★
１月14日 ㈭ 13：30～15：00 ハートプラザみその
１月21日 ㈭ 中央保健センター
③エイズ、梅毒、Ｂ型・Ｃ型肝炎検査（完全予約制）
１月12日 ㈫ ９：00～11：00 伊勢保健所

（県伊勢庁舎内）１月26日 ㈫
④医師による こころの健康相談（要予約）
１月28日 ㈭ 13：30～15：20 伊勢保健所

（県伊勢庁舎内）

主な相談など

対　　　象　①②市内在住の人、③④県内在住の人
問い合わせ　①②健康課（☎ 27-2435、FAX 21-0683）
　　　　　　③伊勢保健所（☎ 27-5137、FAX 27-5253）
　　　　　　④伊勢保健所（☎ 27-5148、FAX 27-5253）

診療科目 診療日時 備考

内科・
小児科

月～土曜日 19：30～22：00 内科医１人体制

日曜日・祝日
12/31～1/3

10：00～12：00
－13：00～17：00

19：30～22：00

歯科 日曜日・祝日
12/31～1/3

10：00～12：00 －13：00～17：00

休日・夜間応急診療所（八日市場町）
内科・小児科（☎・FAX  25-8795）、歯科（☎・FAX  27-0829）

※上記の診療時間を過ぎると受け付け・診察できませんので、早めにお越しください。
※特別警報発表時など、気象状況により臨時休診となることがありますので、事前
に確認してください。
※発熱の症状で受診する場合は、事前に問い合わせてください。症状や状況により、
屋外または車中での待機をお願いしたり診療をさせていただく場合があります。

※新型コロナウイルスによる影響のため、インフルエンザをはじめとする検査は行
いません。

■上表の時間・診療科目以外の診察を受けたい場合は、次へ問い合
わせてください。

　・救急医療情報センター　☎ 059-229-1199
　　※つながりにくい場合は、時間をおいてかけ直してください。
　・医療ネットみえのホームページ からも、今現在で診療可能な
医療機関を検索できます。

　　 URL https://www.qq.pref.mie.lg.jp
　・医療ネットみえ　自動音声・FAX案内サービス
　　☎ 0800-100-1199（通話料無料）
■みえ子ども医療ダイヤルでは、医療関係者が子どもの急な病気や
事故・薬に関する電話相談を受けています。

　　相談時間　毎日、19：30～翌日８：00
　　電話番号　☎＃ 8000、☎ 059-232-9955

総務省消防庁  全国版救急受診アプリ「Ｑ助」
　症状の緊急度をすばやく判定！救急車を呼ぶ
目安にしてください。

Ｑ助 検索

★印は伊勢市健康マイレージの対象事業です。

伊勢市行政チャンネル（123ch）
広報広聴課（☎ 21－5515　FAX 22－9699）
番組制作・放送予算額　2,009万２千円

アイティービーコミュニティチャンネル（121ch）
(株)ＺＴＶ伊勢放送局（☎ 0120－222－505　FAX 27－3844）

特集番組
　市の重要課題や市政に関する情報を、リポーターの
進行によりお伝えします。
1/1～31　地球環境にやさしい運転～エコドライブのすす
め～（16日からは文字解説付き）
放送時間　６時・８時・11時・13時・16時・18時・21時・
23時～

お知らせ番組
　各課からのお知らせや市民活動団体・ボランティア
団体の情報などをお伝えします。（毎週土曜日更新）
放送時間　７時・９時・12時・14時・17時・19時・22時・
翌日０時～

いせし健康体操
放送時間　10時・15時・20時～
※特別番組放送時を除く。

特別番組「森の発表会」（90分番組） 
　令和２年12月19日に、いせトピアで開催された「第32回大き
な集い」レクダンス発表会の模様を、特別番組で放送します。
放送日時　１月24日㈰～31日㈰、12時・20時30分（１日２回放送）
いせトピ（15分番組） （月・水・金曜日の18時に更新）
　地域の祭りや出来事、さまざまなイベント情報を放送します。
放送時間　６時・８時・８時45分・10時・11時・12時・14時・15時・
16時・18時・19時30分・20時・23時～
※１月１日㈷～８日㈮・16時まで「いせトピ」の放送はありません。

企画番組 （１日・８日・16日・24日に内容更新）
１/１～　もっと ！  水の惑星紀行・年寄万歳～百歳になったら～・

伊勢美し国から  ほか
１/８～　８ミリフィルムに残る風景・ランドスケープ①  ほか
１/16～　ぐるぐるグルメ・皇學館大学大学生ＴＶ局  ほか
１/24～　ランドスケープ②・お店にＧＯ！  ほか
※放送内容は変更になる場合があります。

ケーブルテレビ番組案内

予算額　新型コロナウイルス感染症関連こころの健康相談29万８千円、成人健康相談・成人栄養相談(48回分)21万7千円、休日･夜間
応急診療所1億2,088万3千円(うち診療所収入･他町分担金 1億479万7千円)

広
告遺品整理

http://www.tsutaunyu.jp/

小さなものからまるごと一軒

伊勢市中小規模店応援商品券取扱加盟店
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健康に関する素朴な疑問お
答え
します！

　市民の皆さんの健康などに関する素朴な質問に対し、谷崎医師が「総合診療科」の
観点から、分かりやすくお答えします。ぜひ、皆さんの日常生活にお役立てください。

　質問者さんからの「免疫が強い」という問いかけ
に、「病気にならずに健康な状態を保つ」という意
味でお答えします。
　健康な状態を保つための食品はある程度分かって
います。健康に良い食品は、魚・野菜・果物・茶色
い炭水化物（そば・玄米など）・オリーブオイル・ナ
ッツ類の６つで、これらを中心にバランス良く摂取
することが勧められます。逆に、赤身肉（牛肉・豚
肉など）や加工肉（ベーコン・ソーセージなど）、白
い炭水化物（白米・うどんなど）、飽和脂肪酸（バタ
ーなど）は取り過ぎると健康に悪いとされています。
「え、白米はダメなの？」と驚かれた皆さんも多い
かと思いますが、白米はほぼ糖質でできているので、
食べ過ぎると糖尿病の発症リスクが高まります（と
はいえ、要は程度問題なので、食べ過ぎなければ問
題ありません）。

　先ほどご紹介した健康に悪い食品をよく食べる人
（私も白米や赤身肉は大好きです！）も、できる範囲
で良いので健康に良い食品の
割合を増やしていきましょ
う。習慣を急に変えるのは難
しいのですが、少しずつでも
変えていくことができれば、
病気になりにくく健康的な体
になっていくと思います。

免
めんえき

疫を強くするためにとるべき食材は何がおすすめですか？

　超高齢社会の中、自分らしく最期まで生き、よりよい人生の最期を迎えるため
に、心と体が元気な時から、大切にしていることや望んでいること、どのような
医療や介護を受けたいかを、家族や信頼できる人と話し合ったり、伝えたりする
ことはとても大切です。
　自分らしい最期を迎えるための話し合いについて理解を深めるとともに、誰も
が住みやすい地域を考えるきっかけとするため、オンライン講演会を開催します。

検索地域包括ケア  オンライン講演会  伊勢市

あなたらしく生き切るために準備すること

質問

免疫を強くするかどうかは分かりませんが、健康に良い食事なら
あります。回答

健康に関する素朴な質問を募集中 !
　質問内容とともに住所・氏名・電話番号を記入し、直
接または郵送・ファクス・Eメールで広報広聴課（〒516-
8601 岩渕１丁目7-29、FAX 22-9699、
ise-koho@city.ise.mie.jp）へ

伊勢総合病院
内科・総合診療科副部長
谷崎 隆太郎医師

健康なんでも相談室　広報いせ 検索

１月10日は「１１０番の日」
　１１０番は、事件・事故を通報するた
めの緊急通報専用電話です。皆さんの速
やかな通報が、事件・事故の早期解決に
つながります。
　１１０番通報の際は、落ち着いて次の
ポイントを伝えてください。
　■ 何があったのか
　■ ケガはないか
　■ いつ起きたのか
　■ どこであったのか
　また、聴覚や言葉に障がいがあり、
電話での１１０番が困難な人は、
・ウェブ１１０番（URL http://mie110.jp）
・ファックス１１０番（FAX ０５９－２２９－０１１０）
を利用してください。

伊勢警察署だより

伊勢警察署（☎・FAX 20-0110）
ミーポくん

◆講演視聴可能期間　1月26日㈫・10：00～2月9日㈫・10：00
　　　　URL https://www.city.ise.mie.jp/kenkou_fukushi/koureisya/
　　　　　  shien/1002604.html

地域包括ケアシステム啓発オンライン講演会

高齢者支援課（☎21-5583  FAX20-8555）

※視聴するには、パソコンまたはスマートフォン・タブレットなどの通信機器とインターネッ
ト接続環境が必要です。また、視聴は無料ですが、通信料は自己負担となります。

◆講　師　内藤  いづみ さん （ふじ内科クリニック院長）

　昭和56年に福島県立医科大学を卒業。昭和61年
～平成３年に、留学先の英国でホスピスの研修を受
ける。平成７年に山梨県甲府市に、ふじ内科クリニ
ックを開業し、現在に至る。在宅ホスピスの先駆者
であり、現在も日々いのちと向き合いながら患者や
家族の皆さんに寄り添うホスピスケアを実践してい
る。ホスピス・在宅ケア研究会やまなし代表、やま
なし大使、大正大学客員教授としても活動している。

※同講演会は、伊勢市、玉城町、度会町、南伊勢町、一般社団法人伊勢地区医師会、
伊勢地区在宅医療･介護連携支援センターつながりが共同で開催します。

【プロフィル】

事件・事故緊急通報１１０番

伊勢警察署だより

外出を控え、かかりつけ医など身近な医療機関に電話で相談してください。
※検査は、医師が診察の結果必要と判断した場合に実施となります。

新型コロナウイルス感染症が心配
～発熱・せきなどの症状がある場合～
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参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料

試験・講座お知らせ

催し物

24広報いせ　令和３年１月１日号 広報いせ　令和３年１月１日号

試
験
種
類

・
甲
種
…
特
・
１
～
５
類

・
乙
種
…
１
～
７
類

と
き
　
３
月
７
日
㈰

と
こ
ろ
　
高
田
短
期
大
学（
津
市

一
身
田
豊
野
１
９
５
）

申
込
期
間
　
１
月
７
日
㈭
～
18
日

㈪（
当
日
消
印
有
効
）〔
電
子
申
請

は
１
月
４
日
㈪・
９
時
～
15
日
㈮・

17
時
〕

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
一

般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
三
重
県
支
部（
☎
０
５
９

－

２
２
６

－

８
９
３
０
、
FAX
０
５
９

－

２
２
５

－

６
７
３
６
）

※
受
験
願
書
・
案
内
は
、
県
内
の

各
消
防
本
部
・
消
防
署
、
各
県

庁
舎
、三
重
県
消
防・保
安
課
、

同
セ
ン
タ
ー
同
支
部
に
あ
り
ま

す
。

※
電
子
申
請
の
場
合
は
、
同
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申

消
防
本
部  

予
防
課

（
☎
25

－

１
２
６
３ 

FAX
29

－

０
１
３
４
）

消
防
設
備
士
試
験（
後
期
）

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
63

－

５
６
７
７ 

FAX
22

－

８
８
５
１
）

モ
ノ
づ
く
り
工
芸
講
座

（
ジ
ュ
エ
リ
ー
講
座
）

　
工
芸
を
生
か
し
た
起
業
・
新
規

事
業
に
関
心
の
あ
る
人
を
対
象
に

開
催
し
ま
す
。

と
き
　
１
月
20
日
～
３
月
３
日
の

毎
週
水
曜
日（
２
月
10
日
を
除

く
）、
13
時
30
分
～
15
時
30
分（
全

６
回
）

と
こ
ろ
　
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
朝
熊
町
４
３
８
３

－

４
６
９
）

内
容
　
受
講
者
の
皆
さ
ん
自
身
の

デ
ザ
イ
ン
で
ジ
ュ
エ
リ
ー
リ
ン
グ

を
つ
く
り
ま
す
。
宝
飾
の
技
法
を

基
礎
か
ら
習
得
し
、
ジ
ュ
エ
リ
ー

に
よ
る
起
業
に
つ
い
て
学
び
ま
す

講
師
　
林
遼
子
さ
ん（
ジ
ュ
エ
リ

ー
作
家
・F

フ

ァ

イ

ブ

ツ

リ

ー

ズ

IV
ETREES

代
表
）

定
員
　
６
人（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

受
講
料
　
５
０
０
０
円（
材
料
費

を
含
む
）

申
し
込
み
　
１
月
12
日
㈫
ま
で

に
、
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
へ

※
申
し
込
み
は
、
６
回
全
て
の
講

座
に
参
加
で
き
る
人
に
限
り
ま

す
。

※
毎
回
の
講
座
後
、
希
望
者
を
対

象
に
個
別
の
起
業
相
談
会
も
実

施
し
ま
す
。

靴
、
飲
み
物
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た

は
バ
ス
タ
オ
ル

※
可
能
な
限
り
マ
ス
ク
を
着
用
し

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

定
員
　
50
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
　
電
話
で
同
館
へ

小
俣
総
合
体
育
館

（
☎
27

－

５
４
９
１ 

FAX
27

－

５
８
３
７
）

お
腹
シ
ェ
イ
プ
＆
元
気
に

な
る
ヨ
ガ

と
き
　
１
月
23
日
㈯
、
14
時
～
15

時
30
分（
受
け
付
け
は
13
時
30
分

～
）

と
こ
ろ
　
小
俣
総
合
体
育
館（
小

俣
町
新
村
４
０
１

－

１
）

対
象
　
小
学
生
以
上
で
健
康
な
人

内
容
　
健
康
運
動
指
導
士T

タAM
ミI

K

コ

O

さ
ん
に
よ
る
、
お
腹
周
り
を

引
き
締
め
る
運
動
と
簡
単
な
ヨ
ガ

持
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
、
上

一
般
社
団
法
人 

伊
勢
志
摩
労
働
者

福
祉
協
議
会
内
・
暮
ら
し
ほ
っ
と

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
伊
勢
志
摩

（
☎
24

－

８
１
１
７ 

FAX
24

－

５
４
２
５
）

暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談

と
き
　
２
月
６
日
㈯
、
10
時
～
16

時と
こ
ろ
　
伊
勢
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル

（
吹
上
１
丁
目
11

－

31
）

内
容
　
賃
金
不
払
い
・
不
当
解
雇

な
ど
の
労
働
問
題
、
年
金
、
ロ
ー

ン
、
保
険
の
見
直
し
、
住
宅
の
新

築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
、
暮
ら
し

の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
の

無
料
相
談

相
談
員
　
弁
護
士
、
社
会
保
険
労

務
士
、
専
門
相
談
員

申
し
込
み
　
２
月
４
日
㈭
・
16
時

ま
で
に
、
氏
名
・
連
絡
先
・
相
談

内
容
を
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

※
先
着
順
に
受
け
付
け
、
相
談
者

が
多
数
に
な
っ
た
場
合
は
お
断

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
鳥
羽
市
離
島
の
う
ち
の
1
つ
、

答
志
島
に
今
も
残
さ
れ
て
い
る
独

特
の
文
化
「
寝ね

や

こ

屋
子
制
度
」
を
通

し
て
、
地
域
を
守
る
強
い
絆
を
紹

介
し
ま
す
。

と
き
　
１
月
30
日
㈯
、
10
時
～
12

時〔
予
定
〕（
受
け
付
け
は
９
時
30

分
～
）

と
こ
ろ
　
鳥
羽
市
民
体
育
館
・
サ

ブ
ア
リ
ー
ナ（
鳥
羽
市
大
明
東
町

４

－

８
）

講
師
　
西
川
豊
幸
さ
ん（
答
志
町

内
会
長
）

定
員
　
２
０
０
人
程
度

申
し
込
み
　
１
月
15
日
㈮
ま
で

に
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

直
接
ま
た
は
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・

Ｅ
メ
ー
ル
で
同
課（

kyo-
syakai@

city.ise.m
ie.jp

）へ

※
可
能
な
限
り
マ
ス
ク
を
着
用
し

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
当
日
参
加
も
可
能
で
す
。

社
会
教
育
課

（
☎
22

－

７
８
８
６ 

FAX
23

－

８
６
４
１
）

こ
ど
も
わ
か
も
の
育
成
支
援

の
た
め
の
支
部
研
修
会

催
し
物

試
験
・
講
座

請
し
て
く
だ
さ
い
。

寝屋子の様子
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職員課（☎21-5505　 FAX  21-5522）

障
が
い
福
祉
課

（
☎
21

－

５
５
５
８ 

FAX
20

－

８
５
５
５
）

障
が
い
児
機
能
訓
練

通
所
交
通
費
を
助
成

対
象
者
　
市
内
に
住
所
を
有
し
、

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手

　
令
和
２
年
中
に
支
払
っ
た
国
民

健
康
保
険
料（
税
）、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
の
納

付
済
み
額
を
、
１
月
下
旬
に
、
は

が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
市
・
県
民
税
の
申
告
と
所
得
税

の
確
定
申
告
の
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
、
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

※
は
が
き
は
、
保
険
料
ご
と
で

別
々
に
送
付
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
料（
税
）…

医
療
保
険
課  

国
民
健
康
保
険
料
係

（
☎
21

－

５
５
５
０ 

FAX
20

－

８
５
５
５
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…

医
療
保
険
課  

福
祉
医
療
係

（
☎
21

－

５
５
５
２ 

FAX
20

－

８
５
５
５
）

介
護
保
険
料
…

介
護
保
険
課  

介
護
保
険
料
係

（
☎
21

－

５
５
６
４ 

FAX
20

－

８
５
５
５
）

国
民
健
康
保
険
料（
税
）・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料

納
付
済
み
額
を
通
知

帳
の
交
付
を
受
け
、機
能
訓
練
施

設
へ
通
所
す
る
児
童
の
介
護
者

対
象（
機
能
訓
練
）施
設

・
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構

鈴
鹿
病
院

・
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構

三
重
病
院

・
三
重
県
立
子
ど
も
心
身
発
達
医

療
セ
ン
タ
ー

・
済
生
会
明
和
病
院
な
で
し
こ

（
言
語
療
法
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※
機
能
訓
練（
理
学
療
法
・
作
業

療
法
・
言
語
療
法
）の
た
め
の

通
所
が
対
象
で
す
。

助
成
額
　
通
所
に
お
け
る
１
回
当

た
り
の
往
復
距
離（
１
㎞
未
満
は

切
り
捨
て
）に
１
㎞
当
た
り
15
円

を
乗
じ
て
得
た
額
と
し
、当
該
日

額
の
通
所
日
数
分
の
額
。た
だ
し
、

１
カ
月
当
た
り
の
助
成
額
の
上
限

は
８
０
０
０
円
と
し
ま
す
。

申
請
方
法
　
１
月
に
、令
和
２
年

７
月
～
12
月
ま
で
の
助
成
に
つ
い

て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。申
請
に

は
通
所
す
る
機
能
訓
練
施
設
の
証

明
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。当

該
施
設
が
発
行
し
た
領
収
証
で
機

能
訓
練
通
所
が
確
認
で
き
る
場

合
、 

証
明
書
に
代
え
て
領
収
証
の

写
し
で
も
可
と
し
ま
す
。

　
申
請
書
と
証
明
書
の
所
定
用
紙

は
、同
課
・
３
総
合
支
所
生
活
福

祉
課
に
あ
り
ま
す
。

お
知
ら
せ

医
療
保
険
課  

国
民
健
康
保
険
給
付
係

（
☎
21

－

５
６
４
６ 

FAX
20

－

８
５
５
５
）

国
民
健
康
保
険

医
療
費
通
知
を
送
付

　
国
民
健
康
保
険
で
診
療
を
受
け

た
世
帯
へ
令
和
２
年
１
月
～
11
月

分
は
１
月
末
に
、
令
和
２
年
12
月

分
は
２
月
下
旬
に
、
医
療
費
通
知

を
送
付
し
ま
す
。

　
こ
の
通
知
は
、医
療
費
控
除
の

申
告
手
続
き
で
「
医
療
費
控
除
の

明
細
書
」と
し
て
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。た
だ
し
、医
療
機
関

か
ら
の
請
求
が
遅
れ
て
い
る
も
の

や
訪
問
看
護
・
療
養
費
払
い
で
の

受
診
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
、記
載

さ
れ
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。そ

の
場
合
、領
収
書
な
ど
に
基
づ
き

医
療
費
控
除
の
明
細
書
を
作
成

し
、確
定
申
告
書
に
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。こ
の
場
合
は
、対
象
と
な

る
医
療
費
の
領
収
書
を
確
定
申
告

期
限
な
ど
か
ら
５
年
間
保
存
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

職員課（☎21-5505　 FAX  21-5522）

　任期付職員とは、公務の能率的運営を確保するために、任期を定めて採用する職員です。
　また、職務内容・勤務条件などは、原則として正規職員と同様です。
募集職種・採用予定人数　保育士…５人程度
任　　期　令和3年4月1日～令和6年3月31日
受験資格　昭和38年4月2日以降の生まれで、保育士資格を有し、次の施設において通算して1年以上の保育業務または幼児

教育業務の経験がある人　　●保育所（園）または認定こども園　　●幼稚園
試  験  日　第１次（筆記）…1月31日㈰、第2次（口述）…2月7日㈰
　　　　　※募集要項・受験申込書などは、同課・保育課にあります。また、市のホームページに掲載しています。

募集職種・採用予定人数　建築技術職…1人程度
受験資格　昭和61年4月2日～平成15年4月1日生まれの人　※年齢に応じて試験程度が異なります。
試  験  日　第１次（筆記）…1月31日㈰、第2・3次（口述）…募集要項を参照
　　　　　※募集要項・受験申込書などは、同課にあります。また、市のホームページに掲載しています。

任期付職員（保育士）

建築技術職

採用予定日　令和3年4月1日
申 込 期 間　1月4日㈪～21日㈭（郵送の場合は1月19日㈫の消印有効）
　　　　　　※受験資格は、ここに記載している事項以外にもあります。詳しくは、募集要項を確認してください。

共通

市職員を再募集
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確
定
申
告
な
ど
で
認
め
ら
れ
る

所
得
控
除
の
う
ち
、
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
人
が
受
け
ら
れ
る

「
障
害
者
控
除
」と「
お
む
つ
代
の

医
療
費
控
除
」の
お
知
ら
せ
で
す
。

障
害
者
控
除

　
障
害
者
手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い

な
い
人
で
も
、市
が
発
行
す
る「
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
確

定
申
告
書
な
ど
に
添
付
す
る
と
、

障
害
者
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
認
定
書
の
交
付
を
受
け
ら
れ
る

の
は
、
12
月
31
日
現
在
で
要
支

援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
65
歳
以
上
の
人
に
限
り
ま
す
。

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

　「
お
む
つ
代
の
領
収
書
」と「
お

む
つ
使
用
証
明
書
」（
寝
た
き
り
状

態
で
、
治
療
上
お
む
つ
の
使
用
が

必
要
で
あ
る
こ
と
の
医
師
の
証
明

書
）が
あ
る
と
、
お
む
つ
代
が
医

療
費
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
２
年
目
以
降
は
、
お
む
つ
使
用

証
明
書
の
代
わ
り
に
、
市
が
発
行

す
る
「
主
治
医
意
見
書
記
載
事
項

確
認
書
」
を
確
定
申
告
書
な
ど
に

添
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療
費

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

介
護
保
険
課  
介
護
認
定
係

（
☎
21

－

５
６
４
７ 
FAX
20

－

８
５
５
５
）

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
の

障
害
者
控
除
・
お
む
つ
代
の
医
療

費
控
除

介
護
保
険
課  

介
護
給
付
係

（
☎
21

－

５
５
６
０ 

FAX
20

－
８
５
５
５
）

介
護
職
員
初
任
者
研
修
等

受
講
料
の
助
成

　
介
護
に
従
事
す
る
人
材
の
確
保

お
よ
び
介
護
職
員
の
資
質
の
向
上

を
図
る
た
め
、介
護
職
員
初
任
者

研
修
お
よ
び
生
活
援
助
従
事
者
研

修
受
講
に
係
る
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

助
成
対
象
経
費
　
介
護
職
員
初
任

者
研
修
お
よ
び
生
活
援
助
従
事
者

研
修
に
係
る
受
講
料
お
よ
び
教
材

費（
税
抜
き
）

助
成
額
　
上
限
５
万
円

対
象
　
次
の
①
～
⑥
の
全
て
の
要

件
を
満
た
す
人

①
介
護
職
員
初
任
者
研
修
ま
た
は

生
活
援
助
従
事
者
研
修
を
修
了

し
て
い
る
こ
と

②
研
修
修
了
日
か
ら
１
年
以
内
の

申
請
で
あ
る
こ
と

③
市
内
の
介
護
事
業
所
等
に
介
護

職
員
と
し
て
継
続
し
て
３
カ
月

以
上
勤
務
し
て
お
り
、か
つ
申

請
時
に
就
労
が
継
続
し
て
い
る

こ
と

④
介
護
事
業
所
等
に
直
接
雇
用
さ

れ
て
い
る
こ
と

⑤
助
成
対
象
経
費
の
支
払
い
が
済

ん
で
い
る
こ
と

⑥
助
成
対
象
経
費
に
対
し
、他
に

補
助
金
等
の
交
付
を
受
け
て
い

な
い
こ
と

申
請
　
交
付
申
請
書
と
添
付
書
類

（
就
労
証
明
書
・
受
講
経
費
の
領

収
書
等〔
原
本
〕・
研
修
機
関
が
発

行
す
る
修
了
証
明
書〔
写
し
〕）を

同
課
へ

※
受
講
経
費
の
領
収
書
等〔
原
本
〕

は
、宛
名
が
申
請
者
本
人
の
物

で
、⑴
研
修
事
業
者
の
名
称
・

⑵
研
修
名・⑶
受
講
者
の
氏
名・

⑷
領
収
額
・
⑸
領
収
額
の
内
訳

（
受
講
料・テ
キ
ス
ト
代
な
ど
）・

⑹
領
収
日
・
⑺
領
収
印
が
全
て

記
載
・
押
印
さ
れ
て
い
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

※
交
付
申
請
書
は
同
課
に
あ
り
ま

す
。ま
た
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
先
着
順
で
受
け
付
け
、助
成
決

定
額
が
予
算
額（
１
０
０
万
円
）

に
達
し
た
時
点
で
受
け
付
け
を

　
就
職
氷
河
期
世
代
再
チ
ャ
レ
ン

ジ
応
援
窓
口
運
営
事
業（
マ
イ
チ

ャ
レ
三
重
）で
は
、
キ
ャ
リ
ア
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
・
精
神
保
健
福
祉
士

が
出
張
し
、
就
職
・
生
活
相
談
を

行
い
ま
す
。

　「
正
社
員
を
目
指
し
た
い
が
、

何
か
ら
始
め
て
い
い
か
分
か
ら
な

い
」「
生
活
の
不
安
や
悩
み
を
聞
い

て
ほ
し
い
」な
ど
の
悩
み
の
あ
る

人
は
、ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き
　
１
月
22
日
㈮
・
２
月
12
日

㈮
・
26
日
㈮
・
３
月
12
日
㈮
・
26

日
㈮
、
13
時
～
16
時

と
こ
ろ
　
い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ

ー
南
館
・
２
階
パ
ル
テ
ィ
い
せ
会

議
室
３

対
象
　
お
お
む
ね
34
歳
～
49
歳
の

人
で
、
求
職
中
ま
た
は
生
活
で
悩

み
を
抱
え
て
い
る
人
・
そ
の
家
族

定
員
　
各
日
３
人（
当
日
先
着
順
）

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
し
ご
と
広
場
み
え

（
☎
０
５
９

－

２
２
２

－

３
３
０
９

 

FAX
０
５
９

－

２
２
２

－

３
３
０
１
）

就
職
氷
河
期
世
代
の
皆
さ
ん
向
け

就
職
・
生
活
出
張
相
談

窓
口
を
開
設

共
通

申
し
込
み
　
印
鑑
を
持
参
し
、
同

課
・
３
総
合
支
所
生
活
福
祉
課
・

９
支
所
へ

※
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
と

主
治
医
意
見
書
記
載
事
項
確
認

書
は
、
要
支
援
・
要
介
護
認
定

の
資
料
に
基
づ
い
て
発
行
し
て

い
る
た
め
、
資
料
が
な
い
場
合

や
資
料
の
記
載
内
容
が
基
準
に

満
た
な
い
場
合
は
発
行
で
き
ま

せ
ん
。

終
了
し
ま
す
。

広
告



情報コーナー

27 広報いせ　令和３年１月１日号 広報いせ　令和３年１月１日号

　
市
の
都
市
計
画
に
つ
い
て
調
査

審
議
を
行
い
ま
す
。

と
き
　
１
月
19
日
㈫
、
10
時
～

と
こ
ろ
　
市
役
所
本
館
・
３
階
委

員
会
室

内
容
　
伊
勢
都
市
計
画
用
途
地
域

お
よ
び
伊
勢
都
市
計
画
特
別
用
途

地
区
の
変
更（
小
俣
町
本
町
地
区
）

に
つ
い
て  

ほ
か

※
傍
聴
の
受
け
付
け
は
、
当
日
９

時
30
分
か
ら
、
本
館
・
３
階
議

都
市
計
画
課

（
☎
21

－

５
５
９
１ 

FAX
21

－

５
５
８
５
）

第
63
回
都
市
計
画
審
議
会

ス
ポ
ー
ツ
課

（
☎
22

－

７
８
９
１ 

FAX
23

－

８
６
４
１
）

学
校
の
体
育
館
・
運
動
場

な
ど
の
利
用

　
市
で
は
、学
校
教
育
に
支
障
が

な
い
範
囲
に
お
い
て
、市
立
小
中

学
校
の
体
育
施
設（
体
育
館
・
運

動
場
な
ど
）を
開
放
し
、団
体
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
４
月
～
令
和
４
年
３

月
に
施
設
の
利
用
を
希
望
す
る
団

体
は
、事
前
登
録
が
必
要
で
す
の

で
、申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
方
法
　
２
月
１
日
㈪
～
15
日

㈪（
各
申
請
先
の
休
業
日
を
除
く
）

に
、申
請
書
を
直
接
申
請
先
へ

※
申
請
書
は
各
申
請
先
に
あ
り
ま

す
。ま
た
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

申
請
先
　

・
二
見
町
内
の
学
校
…
二
見
公
民

館
・
小
俣
町
内
の
学
校
…
小
俣
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
内
の
申
請

ボ
ッ
ク
ス

・
御
薗
町
内
の
学
校
…
御
薗
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

・
そ
の
他
の
学
校
…
各
学
校

※
大
湊
小
学
校
・
神
社
小
学
校
に

つ
い
て
は
、
統
廃
合
で
原
則
、

み
な
と
小
学
校
の
利
用
と
な
り

ま
す
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
課
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

使
用
料
　
左
表
の
と
お
り

※
学
校
・
市
・
地
元
自
治
会
な
ど

の
行
事
が
行
わ
れ
る
と
き
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

※
学
区
内
に
あ
る
団
体
を
優
先
し

ま
す
。

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で

土
地
公
売
・
車
両
売
却

会
会
議
室
で
行
い
ま
す
。

　
市
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
方
針
を

定
め
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
成

す
る
た
め
の
協
議
を
行
う
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定

協
議
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
　
１
月
15
日
㈮
、13
時
30
分
～

と
こ
ろ
　
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
響
ホ
ー
ル
伊
勢
・
４
階
大

会
議
室

内
容
　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン（
案
）に
つ
い
て

※
傍
聴
の
受
け
付
け
は
、
当
日
13

時
か
ら
会
場
で
行
い
ま
す
。

都
市
計
画
課

（
☎
21

－

５
５
９
１ 

FAX
21

－

５
５
８
５
）

第
７
回
伊
勢
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
協
議
会

土
地（
公
売
）

収
納
推
進
課

（
☎
21

－

５
５
３
７ 

FAX
21

－

５
５
３
５
）

公
売
物
件
　
所
在
地
…
東
大
淀
町

字
西
ノ
山
１
５
１
番
２
、
地
目
…

宅
地
、
面
積
…
２
８
７
・
83
㎡
）

入
札
参
加
申
込
期
間
　
１
月
６
日

㈬
・
13
時
～
19
日
㈫
・
23
時

入
札
期
間
　
１
月
25
日
㈪
・
13
時

～
２
月
１
日
㈪
・
13
時

車
両（
公
有
財
産
売
却
）

資
産
経
営
課

（
☎
21

－

５
５
２
６ 

FAX
21

－

５
７
０
０
）

売
却
車
両
　
軽
自
動
車
、
塵じ

ん
か
い芥
車

（
パ
ッ
カ
ー
車
）

入
札
参
加
申
込
期
間
　
１
月
14
日

㈭
・
13
時
～
２
月
３
日
㈬
・
14
時

入
札
期
間
　
２
月
18
日
㈭
・
13
時

～
25
日
㈭
・
13
時

共
通

入
札
参
加
条
件
　
一
定
の
資
格
を

満
た
す
個
人
・
法
人（
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ

ｏ
！
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｉ
Ｄ
を
取
得

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

※
公
売
は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

使
用
料
収
入〔
令
和
元
年
度
決
算
額
〕

４
５
１
万
８
千
円

※
施
設
開
放
委
託
料
・
光
熱
水
費
な

ど
に
使
用
。

学校の体育館・運動場などの利用（照明使用料）
施設 学校名 照明使用料

体育館

小俣小、明野小、御薗小(大)、倉田山中、
五十鈴中、厚生中、伊勢宮川中、港中、
桜浜中、二見中、小俣中、御薗中

全面：1,040円／2時間
片面：　520円／2時間

上記以外の小中学校 全面：　520円／2時間

運動場
伊勢宮川中、小俣中、二見中 全面：1,040円／1時間
御薗小 全面：　520円／1時間

体育館
ミーティングルーム 御薗小（大） 　　　　310円／2時間

広
告



28広報いせ　令和３年１月１日号 広報いせ　令和３年１月１日号

固定資産税・都市計画税の
軽減措置に関する申告をお忘れなく

と　き
※土・日曜日・

祝日を除く
ところ 予約方法 注意点など

1月4日㈪　
～15日㈮ 伊勢税務署

（岩渕1丁目2-24）

電話予約
（伊勢税務署〔☎28-3191〕）・電話などによる事前予約の受け付けは、１月14日㈭までです。

1月18日㈪　
～2月4日㈭

入場整理券
（当日配付・オンライン）

・入場整理券は、各会場で当日8時30分から配付します。
・オンラインによる入場整理券の発行は、1月12日㈫から開始予定です。
　予約申込日から10日先の相談日まで入手できます。また、相談日から

土・日曜日・祝日を除く２日前に申し込みを締め切ります。詳しくは、
国税庁のホームページをご覧ください。　

・入場整理券の配付枚数には限りがあります。配付状況に応じ、別日で
のご来場をお願いする場合があります。ご理解・ご協力をお願いします。

2月5日㈮   　
～2月15日㈪

いせシティプラザ
（いせ市民活動
センター北館）

入場整理券
（当日配付・オンライン）

申告相談日程 （還付申告を予定している人が対象）

　ｅＬＴＡＸ（地方税の電子申告）を利用すると、自宅や事務
所のパソコンからインターネットを利用し、償却資産の申告
手続きを行うことができます。
※ｅＬＴＡＸの利用開始や具体的な利用方法など詳しくは

ｅＬＴＡＸのホームページ（ URL  https://www.eltax.
lta.go.jp ）をご覧ください。

※ｅＬＴＡＸの利用に関して、不明な点などがありましたら、
同ホームページの「よくある質問」（ URL  https://eltax.
custhelp.com ）をご覧ください。

課税課  固定資産税係（☎21－5533  FAX21－5535）

　令和３年1月1日現在で、市内に事業用の償却
資産を所有している人は、2月1日㈪までに、同
係へ償却資産申告書を提出してください。
※法人番号またはマイナンバーの記載について、

詳しくは、市のホームページ、または償却資
産申告書に同封するチラシをご覧ください。

※償却資産とは、法人や個人で工場・商店・飲
食店・農業・アパート経営などをしている人が、
その事業のために所有している構築物・機械・
器具・備品などの固定資産のことです。（例：
ビニールハウス、受変電設備、アスファルト舗
装、大型特殊自動車、パソコン、事務机、エ
アコン、厨房設備、看板など）

償却資産の申告をお忘れなく
ｅ
エ ル タ ッ ク ス

ＬＴＡＸ を利用して償却資産の申告手続きを

税に関するお知らせ

償却資産保有状況の調査にご協力を
　より適正・公平な課税をするため、実地調査や固定資産台帳の郵
送による簡易調査を行うことがあります。ご協力をお願いします。

固定資産税・都市計画税の
軽減措置に関する申告をお忘れなく

　軽減の対象となる中小事業者などの皆さんは、1月4日㈪
～2月1日㈪までに申告書を提出してください。
　詳しくは、「広報いせ」令和2年12月15日号・2ページまた
は市のホームページをご覧ください。

課税課  固定資産税係（☎21－5533  FAX21－5535）

新型コロナウイルス感染症の影響による
１月４日㈪～２月15日㈪ までの
令和２年分の所得税等の
申告相談について

　還付申告を予定している人を対象
に、申告相談会場の混雑緩和のため、
下表のとおり事前予約で行います。

伊勢税務署  個人課税第一部門（☎28－3191〔代表〕
　月～金曜日（祝日を除く）、8：30～17：00
   自動音声の案内に従い「２」を選択してください。  ）

新型コロナウイルス感染症対策

　新型コロナウイルス感染防止のため、
多くの人が訪れる申告相談会場へ来場す
ることなく、より安全・安心な自宅での
e-Tax（電子申告）をぜひ利用してください。

広
告

お見積無料お見積無料



情報コーナー

29 広報いせ　令和３年１月１日号 広報いせ　令和３年１月１日号

マイナンバーカードの交付申請書を順次送付
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特別弔
ちょう

慰
い

金の請求がまだの人は手続きを
　戦没者などの死亡当時の遺族で、令和２年4月1日（基準日）において、公務扶助料や遺族年金を受ける人がいな
い場合に、次の対象の皆さんは、第11回特別弔慰金を受けることができます。
　対象となる人で、請求手続きがお済みでない人は、手続きをお願いします。
※すでに手続き済みの人は、国債の準備ができるまで、しばらくお待ちください。
対  象  者　次の順番による最先順位の遺族（１人）
　　　　　（1）弔慰金の受給権者
　　　　　（2）戦没者などの子
　　　　　（3）戦没者などと同一の生計（戸籍同籍）で、戦没者などと姓が同じ①父母、②戦没者などの死亡当時す

でに生まれている孫、③祖父母、④戦没者などの死亡当時すでに生まれている兄弟姉妹
　　　　　（4）前記（3）以外の①父母、②戦没者などの死亡当時すでに生まれている孫、③祖父母、④戦没者など

の死亡当時すでに生まれている兄弟姉妹
　　　　　（5）前記（1）～（4）以外の遺族で、戦没者などの死亡時まで引き続き１年以上同一の生計（戸籍同籍）で

３親等内の親族（戦没者などの死亡当時すでに生まれている甥・姪など）
支給内容　額面25万円、５年償還の記名国債
請求期限　令和５年３月31日まで
請求受け付け場所　福祉総務課（市役所東館・５階）
持  ち  物　①印鑑、②本人確認ができる書類（運転免許証・健康保険証などいずれか１つ）
※請求手続きに時間を要する場合がありますので、あらかじめご了承ください。

福祉総務課（☎21－5641  FAX21－5555）

戦没者などの遺族の皆さんへ

こども家庭相談センター（☎21-5716　 FAX  21-5555）
　里親制度を知っていただくためのさまざまな情報の
発信をしています。

　里親制度に関心を
お持ちの人は、南勢
志摩児童相談所（☎
27－5143）へ問い
合わせてください。

厚生労働省
里親制度概要

子どもの家庭養育
推進官民協議会里親制度　伊勢市 検索

戸籍住民課（☎21-5553　 FAX  21-0010）
　１月から順次、マイナンバーカードの普及のため、マイナン
バーカード未取得の皆さんへ同カードを管理する地方公共団
体情報システム機構から交付申請書が送付されます。マイナン
バーカードの早期取得をお願いします。（転送では届きません）
※次の①・②の皆さんは送付を除外しています。
　①75歳以上の人
　②乳児など令和２年中に出生または、国外転入などで申請書の

送付を受けた人

マイナンバーカード未取得の皆さんへ １月から

マイナンバーカード  交付申請書 検索

広
告

伊勢市辻久留 2-10-15
伊勢営業所
TEL 0596-25-3121
FAX 0596-25-3123

当社軽量シャッター用に設計された
純正品だからしっかりフィット
ガイドレールの変形を抑える設計
連装（中柱使用）の軽量シャッターにも使用可能
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「広報いせ」令和 2 年 12 月15 日号の表紙で
お知らせしましたとおり、「伊勢市中小規模店応
援商品券」を各世帯で 1 冊購入できるように進
めています。

今号では、1 月 28 日㈭の各世帯への販売終
了後に、残った同商品券の抽選販売に関して、
次のとおりお知らせします。
※各世帯への「伊勢市中小規模店応援商品券」

の購入引換券が届いていない場合、商工労政
課経営支援係へ 1 月 14 日㈭までに問い合わ
せてください。

対象　市内在住の人
　　　※同商品券の各世帯への購入引換券を持っている人も申し込み 
　　　　できます。
申し込み可能冊数　1 人につき 1 冊まで
申 し 込 み 方 法　1 月 22 日㈮〔当日消印有効〕までに、往復はが

きに必要事項（下図参照）を記入し、伊勢商工
会議所内・伊勢市中小規模店応援商品券事務
局へ

購入可否のお知らせ　2 月 10 日㈬〔発送予定〕に、申し込み者全員に
購入（当選）可否を返信用はがきでお知らせし
ます

販売額　5,000 円
　　　　（1 冊当たり 500 円券 ×20 枚、合計 10,000 円分）
利用期限　2月28日㈰ 
　　　　　利用期間が大変短いため注意してください
利用可能店舗　1 月 15 日㈮の新聞折り込みチラシ
または、市内郵便局の掲示板・伊勢商工会議所の
ホームページをご覧ください
※中小規模店のみ使用可能です。
　大型スーパーなどは利用できません
　ので注意してください。

　購入の当選をお知らせする返信用はがきと代金を持参し、往復
はがきに記載した引き換え場所へお越しください。
引換期間　2 月 26 日㈮まで

5,000円で販売!5,000円で販売!
10,000円分の商品券を10,000円分の商品券を

発 行 者　伊勢商工会議所内・伊勢市中小規模店応援商品券事務局（☎65-5181　  23-1151）
            　 9：00～12：00・13：00～17：00（土・日曜日・祝日・年末年始〔12月29日～翌年1月3日〕を除く）
協 力 者　伊勢小俣町商工会
事業担当　商工労政課 経営支援係（☎63-9790　  28-9020）
            　8：30～17：15（土・日曜日・祝日・年末年始〔12月29日～翌年1月3日〕を除く）

ＦＡＸ

中小規模店

ＦＡＸ

・申し込みは 1 人につき 1 通のみとなります。2 通目以降は
全て無効となります。

・往復はがきは往信面・返信面ともに 63 円になるよう、料
金が不足するはがきには追加の切手を貼って投函してくだ
さい。

・郵便事故などでのはがきの紛失や郵便物の不着について、
責任は負いません。

・引換期間を過ぎた場合、当選の返信用はがきは無効となり
ます。

・購入した商品券の返品・払い戻しはできません。
・商品券を利用できないものについて、詳しくは「広報いせ」

令和 2 年 12 月 15 日号の表紙または、伊勢商工会議所の
ホームページなどをご覧ください。

商品券の引き換え場所（全て郵便局）・営業時間
商品券の引き換え場所（全て郵便局） 営業時間

9：00～19：00（月～金曜日）
9：00～15：00（土曜日）
※日曜日・祝日を除く

②宮本
③伊勢筋向橋
④伊勢辻久留
⑤小俣
⑥豊浜
⑦伊勢北浜
⑧沼木
⑨伊勢一之木

⑩伊勢城田
⑪御薗
⑫伊勢御薗長屋
⑬伊勢神社
⑭五十鈴川
⑮伊勢河崎
⑯伊勢大湊
⑰二見

⑱伊勢古市
⑲伊勢朝熊
⑳伊勢御木本通
㉑伊勢浜郷
㉒伊勢船江
㉓伊勢外宮前

①伊勢

9：00～17：00（月～金曜日）
※土・日曜日・祝日を除く

応援商品券を抽選販売

往復はがきの書き方
往信用 表

〒516－0037

 
何も記入しないで

※記載漏れや誤りがある場合、抽選の対象となりませんので、ご了承ください。

ください。

返信用 裏

往信

63

岩渕 1 丁目 7－17

伊勢商工会議所
伊勢市中小規模店
応援商品券事務局

返信用 表

〒○○○－○○○○

往信用 裏

返信

〈申込者の〉
住  所
　氏  名 様

①郵便番号・住所
②氏名（ふりがな）
③生年月日
④電話番号
　（携帯電話可）

⑤引き換え希望場所
　（番号・郵便局名）

63
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No.000000見
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所
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店にてご利用い
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応援商品券
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利用期間：令和3年1

月18日～令和3年2月
28日
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~
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本

「広報いせ」令和 2 年 12 月15 日号の表紙で
お知らせしましたとおり、「伊勢市中小規模店応
援商品券」を各世帯で 1 冊購入できるように進
めています。

今号では、1 月 28 日㈭の各世帯への販売終
了後に、残った同商品券の抽選販売に関して、
次のとおりお知らせします。
※各世帯への「伊勢市中小規模店応援商品券」

の購入引換券が届いていない場合、商工労政
課経営支援係へ 1 月 14 日㈭までに問い合わ
せてください。

対象　市内在住の人
　　　※同商品券の各世帯への購入引換券を持っている人も申し込み 
　　　　できます。
申し込み可能冊数　1 人につき 1 冊まで
申 し 込 み 方 法　1 月 22 日㈮〔当日消印有効〕までに、往復はが

きに必要事項（下図参照）を記入し、伊勢商工
会議所内・伊勢市中小規模店応援商品券事務
局へ

購入可否のお知らせ　2 月 10 日㈬〔発送予定〕に、申し込み者全員に
購入（当選）可否を返信用はがきでお知らせし
ます

販売額　5,000 円
　　　　（1 冊当たり 500 円券 ×20 枚、合計 10,000 円分）
利用期限　2月28日㈰ 
　　　　　利用期間が大変短いため注意してください
利用可能店舗　1 月 15 日㈮の新聞折り込みチラシ
または、市内郵便局の掲示板・伊勢商工会議所の
ホームページをご覧ください
※中小規模店のみ使用可能です。
　大型スーパーなどは利用できません
　ので注意してください。

　購入の当選をお知らせする返信用はがきと代金を持参し、往復
はがきに記載した引き換え場所へお越しください。
引換期間　2 月 26 日㈮まで

5,000円で販売!5,000円で販売!
10,000円分の商品券を10,000円分の商品券を

発 行 者　伊勢商工会議所内・伊勢市中小規模店応援商品券事務局（☎65-5181　  23-1151）
            　 9：00～12：00・13：00～17：00（土・日曜日・祝日・年末年始〔12月29日～翌年1月3日〕を除く）
協 力 者　伊勢小俣町商工会
事業担当　商工労政課 経営支援係（☎63-9790　  28-9020）
            　8：30～17：15（土・日曜日・祝日・年末年始〔12月29日～翌年1月3日〕を除く）

ＦＡＸ

中小規模店

ＦＡＸ

・申し込みは 1 人につき 1 通のみとなります。2 通目以降は
全て無効となります。

・往復はがきは往信面・返信面ともに 63 円になるよう、料
金が不足するはがきには追加の切手を貼って投函してくだ
さい。

・郵便事故などでのはがきの紛失や郵便物の不着について、
責任は負いません。

・引換期間を過ぎた場合、当選の返信用はがきは無効となり
ます。

・購入した商品券の返品・払い戻しはできません。
・商品券を利用できないものについて、詳しくは「広報いせ」

令和 2 年 12 月 15 日号の表紙または、伊勢商工会議所の
ホームページなどをご覧ください。

商品券の引き換え場所（全て郵便局）・営業時間
商品券の引き換え場所（全て郵便局） 営業時間

9：00～19：00（月～金曜日）
9：00～15：00（土曜日）
※日曜日・祝日を除く

②宮本
③伊勢筋向橋
④伊勢辻久留
⑤小俣
⑥豊浜
⑦伊勢北浜
⑧沼木
⑨伊勢一之木

⑩伊勢城田
⑪御薗
⑫伊勢御薗長屋
⑬伊勢神社
⑭五十鈴川
⑮伊勢河崎
⑯伊勢大湊
⑰二見

⑱伊勢古市
⑲伊勢朝熊
⑳伊勢御木本通
㉑伊勢浜郷
㉒伊勢船江
㉓伊勢外宮前

①伊勢

9：00～17：00（月～金曜日）
※土・日曜日・祝日を除く

応援商品券を抽選販売

往復はがきの書き方
往信用 表

〒516－0037

 
何も記入しないで

※記載漏れや誤りがある場合、抽選の対象となりませんので、ご了承ください。

ください。

返信用 裏

往信

63

岩渕 1 丁目 7－17

伊勢商工会議所
伊勢市中小規模店
応援商品券事務局

返信用 表

〒○○○－○○○○

往信用 裏

返信

〈申込者の〉
住  所
　氏  名 様

①郵便番号・住所
②氏名（ふりがな）
③生年月日
④電話番号
　（携帯電話可）

⑤引き換え希望場所
　（番号・郵便局名）

63

30広報いせ　令和３年１月１日号 広報いせ　令和３年１月１日号



31 広報いせ　令和３年１月１日号 広報いせ　令和３年１月１日号

　市内に空家を持っている人、市内の
空家を活用したい人
　住宅政策課で受け付け後、相談内容に
応じて「空き家ネットワークみえ」の構成
団体が対応。詳しくは市のホームページ

（「空家等に関する相談 伊勢市」で検索）
をご覧ください

　①～⑤月～金曜日、８：30～17：00・
⑥木曜日以外、10：00～19：00
　①本所ふくしなんでも相談所〔社会福祉
協議会本所・ハートプラザみその内〕（☎
20-8610）・②中部支所ふくしなんでも
相談所〔社会福祉協議会地域福祉課・
福祉健康センター内〕（☎63-5334）・
③東部支所ふくしなんでも相談所〔社会
福祉協議会東部支所・二見ふれあいプラ
ザ内〕（☎43-5551）・④西部支所ふくし
なんでも相談所〔社会福祉協議会西部支
所・小俣保健センター内〕（☎27-0509）・
⑤北部支所ふくしなんでも相談所〔社会福
祉協議会北部支所・ハートプラザみその北
側事務所棟〕（☎22-6617）・⑥げんここ
るーむふくしなんでも相談所〔イオンタウ
ン伊勢ララパーク・２階〕（☎65-6120）

月～金曜日の相談は原則、祝日・振替休
日・年末年始は相談を行っていません。
詳しくは、各問い合わせ先へ確認してく
ださい。

時 月～金曜日、8：30～17：15
所 伊勢市生活サポートセンターあゆみ

〔福祉健康センター・1階〕（☎63－5224）

時 月～金曜日、8：30 ～ 17：15
所 東地域包括支援センター（☎44-1165）

五十鈴地域包括支援センター（☎20-5500）
北地域包括支援センター（☎65-5070）
中部地域包括支援センター（☎27-2424）
南地域包括支援センター（☎21-0080）
西地域包括支援センター（☎20-5055）

 
 
 

時 月～金曜日、①②8：30 ～ 17：15・③
8：30 ～ 17：30
所 ①障害者東地域相談支援センター「リ
ンク」（☎43－4400、 43－4427）・
②障害者西地域相談支援センター「アル
ク」（☎24－3009、 27－0570）・③
障害者総合相談支援センター「フクシア」

（☎21－3633、 20－6535）

生活に困っている人
生活困窮・ひきこもり・ごみ屋敷など

時

所
 

ふくしなんでも相談
日常生活での困りごと・心配ごとなど

時 月～金曜日、8：30～17：15
所 　伊勢市成年後見サポートセンターきぼう

〔福祉健康センター・１階〕（☎21-1122、
　　27-2412）

成年後見
障がい者・高齢者の権利についての相談・支援など

高齢者

障がい者・障がい児
福祉サービスの利用相談・日常生活の相談
支援など

対 市内に住所を有する人
定 ８人（先着順）
申 　相談日の１週間前の月曜日・８：30以降、
広報広聴課へ来所または電話

１月21日㈭、9：30～11：30

１月20日㈬、13：00～

時 月～金曜日、9：00～12：00・13：00～16：00

月～木曜日、9：00～12：00・13：00～16：00

所 　伊勢市消費生活センター〔市役所東館・
３階〕（☎21－5717）

【認定司法書士による多重債務相談】
時
所 伊勢市消費生活センター
定 ４人（先着順）
申 １月４日㈪・9：00以降、伊勢市消費生活
センター（☎21－5717）へ電話

時 月～金曜日、8：30 ～ 17：00
所 スマイルいせ〔小俣総合支所・3階〕

（☎22－7867）
【臨床心理士によるカウンセリング（要予約）】

時 月～金曜日、9：00 ～ 17：00
対 小中学生、保護者

法　律
※ 担当弁護士が、既に相手方の相談を受けて

いる場合は、相談を受けることはできません。

消費生活・多重債務
消費者被害の相談・クレジット・消費者金融など

時 月～金曜日、9：00 ～ 17：00
所 こども家庭相談センター〔市役所東館
・２階〕（☎21－5709）

家庭児童・女性  児童虐待・DVなど

小中学生
子育ての悩みや不安、不登校・いじめ・友人
関係・学習など

時 １月12日㈫、13：00 ～
所 広報広聴課（☎21－5515）
定 ６人（先着順）
申 相談日当日の8：30 ～15：00に、広報
広聴課へ来所または電話

登　記

時 月～金曜日、8：30～17：15
所 住宅政策課（☎21-5597）
対

 
申 

空　家

時 １月７日㈭、13：00 ～
所 広報広聴課（☎21－5515）
申 相談日当日の8：30 ～14：00に、広報
広聴課へ来所または電話

公　証  遺言・契約証明

時 
所 広報広聴課（☎21－5515）
定 ４人（先着順）
申 相談日当日の8：30 ～ 14：30に、広報
広聴課へ来所または電話

時 
所 　三重県くらし・交通安全課〔三重県庁･
８階〕（☎059-224-2201）

交通事故

高齢者の介護や福祉の相談・支援など

行　政
国・特殊法人などへの意見・要望など

時 １月12日㈫、13：00 ～
所 二見生涯学習センター
申 相談日当日の13：00 ～ 15：00に、二見

問 二見総合支所生活福祉課（☎42－1111）
生涯学習センターへ来所

時 １月19日㈫、13：00 ～
所 広報広聴課（☎21－5515）
申 相談日当日の13：00 ～15：00に、広報
広聴課へ来所

時 １月26日㈫、13：00 ～
所 小俣公民館
申 相談日当日の13：00～15：00に、小俣
総合支所生活福祉課（☎22

申 　相談日当日の8:30～15:00に、広報広聴
課へ来所または電話

－7858）へ来所

時 １月14日㈭、13：00 ～
所 広報広聴課（☎21－5515）

時 月～金曜日、8：30 ～ 17：15
所 津地方法務局伊勢支局（☎28－6158）

人　権

※電話での問い合わせが難しい人は、広報広聴課（ 22－9699  ise-koho@city.ise.mie.jp）へ問い合わせてください。

予算額 ２億7,267万４千円 　（市主催分のみ〔「子育てのひろば」ページの相談を含む〕、一部国・県からの補助金あり）時 とき　所 ところ　対 対象　定 定員　申 申し込み　問 問い合わせ先

月の無料相談１

時

所 広報広聴課（☎21－5515）

　毎週月曜日、13：30 ～ 15：30〔11日は
祝日のため12日㈫に行います〕

空家の相続・活用などに関する相談

時 月～金曜日、8：30 ～ 17：15
所 青少年相談センター〔小俣総合支所・
１階〕（☎22－7894）

時 月・火・木～土曜日、11：00 ～ 17：00
所 　いせ市民活動センター北館（いせシティ
プラザ）
対 49歳までの人またはその保護者
問 いせ若者就業サポートステーション

（☎63－6603）

青少年  非行問題など

就　職
働くことに悩みを抱える若者の相談など

※18日実施分は12日㈫から申し込みを
受け付けます。



  

（☎63-5224　   27-2415     ise-cswsp@mie.email.ne.jp）
場　　所　福祉健康センター・１階（八日市場町13-1）
開所日時　8：30～17：15（土・日曜日・祝日・12月29日～翌年1月3日を除く）

124,430
55,748
58,962
65,468

（- 2 2人 ）
（- 5 9人 ）

（-8 1人）

（- 2 8世帯）
人の動き（11月末） 人

世帯

男性 人
女性 人

総人口 
世帯数

　新型コロナウイルス感染症の影響による休業・離職・売上の
減少・事業の廃止などで経済的に困窮しているご家庭で、高校
生・大学生などがいる場合は、給付型（返済不要）の臨時特例奨
学金の対象となる可能性があります。
　通常は前年中の所得を判定所得としますが、今回は大幅に緩
和し、収入が落ち込んだ月の所得をもとに算出した令和 2 年中
の世帯合計所得見込み額で判定します。対象者についても、専
門学生にも拡充しています。

学校教育課（☎22-7879　   23-8641）ＦＡＸ

あなたのお困りごとを聞かせてください

ひきこもり家族交流会など、日々家族が感じていることを話し合い、息抜きできる場づくりにも取り組んでいます。

あなたのまちのなんでも相談窓口

伊勢市生活サポートセンターあゆみ

2月26日㈮
まで延長

※応募要項・申請書は、学校教育課・子育て応援課（市
役所東館・2階）・3総合支所生活福祉課・9支所にあ
ります。また、市のホームページに掲載しています。

臨時特例奨学金 伊勢市 検索

2 月 26 日 ( 金 ) までに、申請書・必要書類を
学校教育課（小俣総合支所・2階）へ

高校生・大学生などがいるご家庭へ

給付型奨学金
返済
不要

伊勢市生活サポートセンターあゆみの位置図

家族などが
ひきこもり状態で
お悩みの
皆さん

どこに相談
したらよいか
分からない
皆さん

生活や
仕事のことで
お困りの
皆さん

ＦＡＸ

新型コロナウイルス感染症の影響
による休業や失業でお悩みの皆さ
んの相談にも対応しています

緊急小口資金　休業や失業などにより収入が減少
し、生活資金でお悩みの皆さんに、一時的な生活維
持のための資金を無利子で貸し付けます。

総合支援資金　休業や失業などにより生活が困窮
し、日常生活の維持が困難な皆さんに、生活再建に
必要な生活費を無利子で貸し付けます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  など

相談したいけど・・・
  「電話や直接会って話しづらい」「家
族には話を聞かれたくない」そのよう
な皆さんは、オンラインアプリ　　で
も相談できます。

支援の一例など

一人で悩まず
まずは相談して
ください
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「広報いせ」では、財源を確保するため、一部のページに企業広告を掲載していますが、これらは市が広告主や商品を推奨するものではありません。

広報いせ発行事業費〔予算額〕
3,157万5千円（22回分） 視覚障がいのある人で、「声の広報いせ」「点字広報いせ」を希望する人は、障がい福祉課（☎21-5558 FAX 20-8555）へ

連絡してください。また、「声の広報いせ」は、直近１カ月分を市のホームページに掲載しています。

※一部ページがないなどの落丁があった場合、広報広聴課へご連絡ください。

伊勢市健康医療ダイヤル24
電話での相談が難しい人は、ファクスでの相談ができます。希望する人は健康課へ連絡してください。

心や体の健康などについて、医師・看護師・保健師などが
年中無休・24時間体制で電話相談に応じています。

※本サービスは、民間業者に委託をして運営しています
0120-220-417 通話料無料

フリーダイヤル

☎27－2435
健康課問い合わせ先

21－0683FAX
予算額 992万6千円

〒516-8601 伊勢市岩渕１丁目７番29号
☎ 0596-21-5515　FAX  0596-22-9699

伊勢市情報戦略局 広報広聴課

ise-koho@city.ise.mie.jp
https://www.city.ise.mie.jpURL 伊勢市役所 検索 見やすいデザインの文字を

使用しています。

植物油インキで印刷しています。


